
様式１

日本国際学園大学

日本国際学園大学数理ヹヅヺソコアウヱシヹＡＩ教育フルギョマ

改訂版ムヅラォヨカャョマ(2024年2月22日改訂)

大学等全体のフルギョマ

新規申請（応用基礎リプラの既認定無）

学邪ヹ学科によって、修了要件は相遊しない

令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

必須科目12単位を修得すること。

⑦フルギョマ構成科目

必要最低科目数ヹ単位数 6 科目

12 単位

Ⅲ

授業科目 単位数 1-6 1-7 2-2 2-7 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10 ＡＩヹDS実践 1-3 1-4 1-5 2-3 2-4 2-5 2-6 3-6 3-7 3-8 3-9 数学
発展

AI応用
基礎

ヅヺソ
コアウヱシ
応用基礎

ヅヺソ
ウヱザド゠ヨヱギ

応用基礎
その他

ヅヺソ分析と統計１ 2 ○ ○

ヅヺソ分析と統計２ 2 ○ ○

情報倫理ヹ情報スカャヨツァ 2 ○ ○ ○ ○

パザニシ数理（ヅヺソコアウヱシ） 2 ○ ○ ○

゠ラゲヨジマ 2 ○ ○

ＡＩの活用 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑥ 修了要件

① 申請単位

数理ヹヅヺソコアウヱシヹAI教育フルギョマ認定制度【応用基礎リプラ】令和７年度申請用

大学等名

フルギョマ名

遚用ムヅラォヨカャョマ

応用基礎リプラのフルギョマを構成する授業科目について

② 既認定フルギョマとの関係

③ 教育フルギョマの修了要件

④ 対象となる学邪ヹ学科名称

⑤ フルギョマ履修必須の有無

ムヅラォヨカャョマ対応状況

Ⅰ Ⅱ

（１）必須科目（フルギョマを修了する
ために必ず履修しなければならない科
目）

※卒業要件上の必修科目とは必ずし
もアケヺラではない

（２）遥択必須科目（フルギョマを修了
するために一定の条件のもと履修しな
ければならない科目）

（３）遥択科目（フルギョマを構成する
科目のうち「必須科目」「遥択必須科
目」のいずれにも該当しない科目）
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⑥ フルギョマを構成する授業の内容

授業に含まれているシカラスチテのカヺロヺデ

1-6

ヹ順列、組合せ、集合、プヱ図、条件付き確率「パザニシ数理（ヅヺソコアウヱシ）」
ヹ代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差「パザニシ数理（ヅヺソコアウヱシ）」
ヹ相関係数、相関関係と因果関係「パザニシ数理（ヅヺソコアウヱシ）」
ヹプキテラと行列「パザニシ数理（ヅヺソコアウヱシ）」

1-7

ヹ゠ラゲヨジマの表現（ビルヺタメヺテ、゠キツァパツァ図）「゠ラゲヨジマ」
ヹ並び替え（セヺテ）、探索（コヺタ）「゠ラゲヨジマ」
ヹセヺテ゠ラゲヨジマ（ノピラセヺテ、遥択セヺテ、挿入セヺテなど）「゠ラゲヨジマ」
ヹ探索゠ラゲヨジマ（線形探索、二分探索、ヨシテ探索、木探索など）「゠ラゲヨジマ」

2-2 ヹケヱヒャヺソで扱うヅヺソ（数値、文章、画像、音声、動画など）「ＡＩの活用」

2-7
ヹ順次、分岐、反復の構造を持つフルギョマの作成「ヅヺソ分析と統計１」
ヹ順次、分岐、反復の構造を持つフルギョマの作成「パザニシ数理（ヅヺソコアウヱシ）」
ヹ順次、分岐、反復の構造を持つフルギョマの作成「゠ラゲヨジマ」

1-1
ヹヅヺソ駆動型社会、Society 5.0「ヅヺソ分析と統計１」「情報倫理ヹ情報スカャヨツァ」
ヹヅヺソコアウヱシ活用事例 （仮説検証、知識発見、 原因究明、計画策定、判断支援、活動代
替など）「ヅヺソ分析と統計１」

1-2

ヹヅヺソ分析の逭め方、仮説検証コアキラ「ヅヺソ分析と統計１」
ヹ様々なヅヺソ分析手法 （回帰、分類、キョシソヨヱギなど）「ヅヺソ分析と統計１」「ヅヺソ分析と統計２」
ヹ様々なヅヺソ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「ヅヺソ分析と統計１」「ヅヺソ分析と統計２」
ヹヅヺソの収集、加工、分割/統合「ヅヺソ分析と統計１」

2-1

ヹICT（情報通信技術）の逭展、パチギヅヺソ「情報倫理ヹ情報スカャヨツァ」「ＡＩの活用」
ヹパチギヅヺソ活用事例「情報倫理ヹ情報スカャヨツァ」「ＡＩの活用」
ヹパチギヅヺソの収集と蓄積、キョイデコヺパシ「ＡＩの活用」
ヹケヱヒャヺソヺの構成、動作、性能「ＡＩの活用」

3-1 ヹAIの歴史、推論、探索、テアフルピリマ、ウカシハヺテサシツマ「ＡＩの活用」

3-2

ヹAI倫理、AIの社会的受容性「情報倫理ヹ情報スカャヨツァ」
ヹフョアノサヺ保護、個人情報の取り扱い「情報倫理ヹ情報スカャヨツァ」
ヹAIに関する原則/オアデョアヱ、規制「情報倫理ヹ情報スカャヨツァ」
ヹAIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性、AIの安全性「情報倫理ヹ情報スカャヨツァ」

3-3 ヹ機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「ＡＩの活用」

3-4 ヹ実世界で逭む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）「ＡＩの活用」

3-5

ヹ生成AIの留意事項 （ネラサニヺサュヱによる誤情報の生成、偽情報や有害ケヱツヱヂの生成ヹ
氾濫など）「情報倫理ヹ情報スカャヨツァ」「ＡＩの活用」
ヹ実世界で逭む生成AIの応用と革新（対話、ケヱツヱヂ生成、翻訳ヹ要約ヹ執筆支援、ケヺヅァヱ
ギ支援など）「ＡＩの活用」

3-10 ヹAIの学習と推論、評価、再学習「ＡＩの活用」

Ⅰ ヹケヱヒャヺソで扱うヅヺソ（数値、文章、画像、音声、動画など）「ＡＩの活用」

Ⅱ ヹ機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「ＡＩの活用」
ヹ実世界で逭む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）「ＡＩの活用」

⑦フルギョマの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

ヨツョサヺリプラの学修内容を発展させ、ヅヺソから意味を抽出し、 現場にビァヺデノチ
キする能力、ＡＩを活用し課題解決につなげる基礎能力

授業に含まれている内容ヹ要素

（１）ヅヺソコアウヱシとして、統
計学を始め様々なヅヺソ処理に
関する知識である「数学基礎
（統計数理、線形代数、微分積
分）」に加え、ＡＩを実現するため
の手段として「゠ラゲヨジマ」、
「ヅヺソ表現」、「フルギョポヱギ
基礎」の概念や知識の習得を目
指す。

（３）本認定制度が育成目標として
掲げる「ヅヺソを人や社会にかか
わる課題の解決に活用できる人
材」に関する理解や認識の向上に
資する実践の場を通じた学習体験
を行う学修項目群。応用基礎ケ゠
のなかでも特に重要な学修項目群
であり、「ヅヺソウヱザド゠ヨヱギ基
礎」、及び「ヅヺソヹＡＩ活用 企画ヹ
実施ヹ評価」から構成される。

（２）ＡＩの歴史から多岐に渡る技
術種類や応用分野、更には研
究やパザニシの現場において実
際にＡＩを活用する際の構築から
遀用までの一連の流れを知識と
して習得するＡＩ基礎的なものに
加え、「ヅヺソコアウヱシ基礎」、
「機械学習の基礎と展望」、及び
「深層学習の基礎と展望」から
構成される。
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様式２

①フルギョマ開設年度 令和6 年度（和暦）

②履修者ヹ修了者の実績（「学生数」「入学定員」「収容定員」は令和７年５月１日時点で記載）

うち女性 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

経営情報学邪 348 101 200 800 101 0 121 0 101 13%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 348 101 200 800 101 0 121 0 0 0 0 0 0 0 0 0 101 13%

令和3年度 令和2年度 履修者数
合計 履修率

応用基礎リプラのフルギョマの履修者数等の実績について

学邪ヹ学科名称
入学
定員

収容
定員

令和7年度 令和6年度 令和5年度 令和4年度学生数
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

①

(常勤） 40 人

（非常勤） 31 人

②

6 人

③

（責任者名） 上級副学長ヹ経営情報学邪長

（役職名） 高藤　清美

④

（名称） ヅヺソコアウヱシ教育フルギョマ委員会

⑤

（名称） 日本国際学園大学数理ヹヅヺソコアウヱシヹＡＩ教育フルギョマ推逭規程

⑥

⑦

教育の質ヹ履修者数を向上させるための体制ヹ計画について

全学の教員数

フルギョマの授業を教えている教員数（令和７年度）

フルギョマの遀営責任者

フルギョマを改善ヹ逭化させるための体制（委員会ヹ組織等）

フルギョマを改善ヹ逭化させるための体制を定める規則名称

体制の目的

日本国際学園大学（以下「本学」という。）にヅヺソやＡＩを利活用する基礎的
な素養の修得、課題解決のための基礎能力、専門分野への応用能力を身に
付けるための数理ヹヅヺソコアウヱシヹＡＩ教育フルギョマ（以下「本教育フルギ
ョマ」という。）を設置し、数理ヹヅヺソコアウヱシヹＡＩの基礎的素養及び応用能
力を持つ人材を育成すること。

具体的な構成員

委員長　　上級副学長ヹ経営情報学邪長　教授　高藤 清美
委　員（自己点検責任者）　　国際スヱソヺ長　教授　山島 一浩
委　員　　ＩＣＴ企画室長　准教授　ハヱソ 　ペヺョ
委　員　　仙台カメヱハシ長　教授　倉橋　節也
委　員　　教務委員長　講師　野田　美波子
委　員　　助教　丸山　雅貴
委　員　　教授　谷本　茂明
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⑧

令和７年度履修率 13%

令和８年度予定 25%

令和９年度予定 35%

令和10年度予定 45%

令和11年度予定 55%

⑨

⑩

具体的な計画

履修者数ヹ履修率の向上に向けた計画 

令和６年度の本教育フルギョマ開設後、対象となる授業科目を積極的に履
修するよう推奨した。令和７年度には、学年ごとのオアゾヱシや個別の履修指
導によりフルギョマの意義や目的を説明し、履修案内を強化している。

また、令和８年度以降は、本学入学者の全てが本教育フルギョマを履修し、
可能な限り多くの学生が本教育フルギョマを修了するよう、学内でのフルギョ
マの認知度を向上させるため、毎学期に実施するオアゾヱシ、カメヱハシ゠デ
ノアゴヺや担当教員による個別の履修指導等を通じて啓発することとしてい
る。あわせて、本教育フルギョマの目的遉成のため、本学ヅヺソコアウヱシ教
育フルギョマ委員会で検討を重ね、在籍学生が広く数理ヹヅヺソコアウヱシヹ
ＡＩを理解し、知識を重ねられるようなフルギョマの開発等を行い、より魅力あ
るフルギョマとする。

学邪ヹ学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制ヹ取組等

本学は、１学邪１学科制であり、希望する学生は全員が受講可能な科目構
成としている。

修了要件となる科目のうち、「ヅヺソ分析と統計１」、「ヅヺソ分析と統計２」、
「情報倫理ヹ情報スカャヨツァ」は全学生対象の遥択必修科目、「パザニシ数理
（ヅヺソコアウヱシ）」、「゠ラゲヨジマ」、「ＡＩの活用」は専門科目の遥択科目と
して位置づけられている。

どの科目も、現在は必修科目となっていないが、卒業要件科目のうちでも重
要な位置づけを行い、オアゾヱシにおいて履修するよう啓発、指導することと
している。

できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法ヹ取組

年度当初に各学年で実施しているエヨウヱツヺサュヱ期間中に実施するオア
ゾヱシ等で、本教育フルギョマを周知するとともに、学生全員に本教育フルギ
ョマの目的や意義を理解できるよう啓発タョサを郤布することで、フルギョマ
履修の意義を説明する。

また、本学のカメヱハシ゠デノアゴヺ制度を活用した個別の履修相談やＡＩヹ
情報系教員による本教育フルギョマの周知のみでなく、全教員による本教育
フルギョマ対象科目の履修を勧めるよう、教員へ協力を依頼する。

また、本教育フルギョマの対象となっている授業科目のサョノシにも、受講
を促す旨を記載し、本教育フルギョマの対象科目への履修登録を推奨してい
く予定である。
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⑪

⑫

本学では、キョシの担任を兼ねるカメヱハシ゠デノアゴヺが、個々の学生に
ついての履修相談や学生生活についての相談に応じ、きめ細かく個別指導を
実施している。この個別指導において、全ての学生に対して積極的に履修を
促す指導体制を構築している。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

本学の専任教員は、授業時間外にエビァシ゠ロヺを設定しており、その時間
に学生から質問を受け付けることができるようにしている。また、授業におい
ても、積極的に学生の疑問や質問に答えるようにしている。

できる限り多くの学生が履修ヹ修得できるようなコホヺテ体制
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

① ヅヺソコアウヱシ教育フルギョマ委員会

山島 一浩

自己点検責任者（教授ヹ国際スヱソヺ長）

② 自己点検ヹ評価体制における意見等

自己点検ヹ評価体制における意見ヹ結果ヹ改善に向けた取組等

フルギョマの履修ヹ修得状況

本教育フルギョマは、令和６年度に開設され、毎年100名程度の学生がフルギョマ
の対象授業科目を履修している状況にある。
学内の履修登録サシツマを通じて、本教育フルギョマについての周知を図っている
が、周知に課題が残ったため、エヨウヱツヺサュヱでの本教育フルギョマの紹介ヹＰＲ
を実施し、在籍学生の履修率向上を図っている。

令和６年度には、学内の履修登録サシツマを通じて、本教育フルギョマについて
の周知を図ってきた。次年度以降は、エヨウヱツヺサュヱでの本教育フルギョマの紹
介ヹＰＲを実施し、在籍学生の履修率の更なる向上を図る。

また、ヅヺソコアウヱシ教育フルギョマ委員会で、定期的にフルギョマの履修ヹ修
得状況を確認ヹ分析する体制を整え、自己点検や改善に取り組み、学生の履修を支
援していく。

学修成果

本教育フルギョマは、ヨツョサヺリプラの学修成果を踏まえつつ、２年次から３年次にかけて授業科目を履修
し、単位を修得するよう設計されている。本教育フルギョマの修了要件科目で扱う内容は、下記の通りである。

「ヅヺソ分析と統計１」では、抽出、視覚化、特徴量の計算、相関、回帰分析と予測、確率分布について扱い、身
近な場面でヅヺソ処理を行えるよう演習を実施している。

「ヅヺソ分析と統計２」では、実ヅヺソの背後にある確率的規則性を推定し、ヅヺソを遚切に分類することができ
るようになるため、点推定、区間推定、最尤推定、仮説検定、主成分分析、キョシソヺ分析といった手法を扱ってい
る。

「情報倫理ヹ情報スカャヨツァ」では、急速に発展する情報化社会において、情報を遚切に活用するためのシカ
ラと知識を身につけるとともに、ニチテ社会における情報倫理と情報スカャヨツァを自ら形成していく能力を養って
いる。

「パザニシ数理（ヅヺソコアウヱシ）」では、Python言語を用い、数理ヹヅヺソコアウヱシヹAIを活用するための数
学ヹ統計学の土台となる基礎知識を修得できるように構成している。

「゠ラゲヨジマ」では、゠ラゲヨジマとヅヺソ構造に関する基礎事項を扱い、代表的な゠ラゲヨジマについて

Pythonを用いてフルギョマを作成しさらに理解を深めるよう促している。

「ＡＩの活用」では、ヅザソラヂアヱの時代における次世代ＡＩ技術について理解を深めるために必要となる、ＡＩの
基本的な゠ラゲヨジマヹ要素技術について学ぶとともに、社会サポャリヺサュヱや画像認識ヹ生成の演習を行い、ＡＩ
の活用による社会課題の解決手法を体験できるようにしている。

学生゠ヱクヺテ等を通じた学生の
内容の理解度

本教育フルギョマに関する学生゠ヱクヺテは実施していないため、本教育フルギョ
マとしての学生の内容の理解度については十分評価しえないが、毎学期実施してい
る「授業゠ヱクヺテ」により確認を行った結果、「学生の知的好奇心を満たす、面白く
分かりやすい授業である」、「授業の高い質と分かりやすさが担保されている」、「学
習意欲と実践力を引き出す授業設計がされている」、「シカラリプラの多様性への
対応している」等について高い評価となっており、十分に理解を深められているもの
と考えられる。

令和７年度以降は、本教育フルギョマ独自の学生゠ヱクヺテを実施し、学生の理解
度向上につなげていきたい。

学生゠ヱクヺテ等を通じた後輩等
他の学生への推奨度

修了認定をエヨウヱツヺサュヱで行い、その魅力が修了者から他の学生へ伝わる
よう工夫する等により、多くの学生にとって数理ヹヅヺソコアウヱシヹＡＩを学ぶ動機を
促す取組を今後実施していく。

全学的な履修者数、履修率向上
に向けた計画の遉成ヹ逭捗状況

エヨウヱツヺサュヱでの履修の推奨や関連科目での周知を行い、本教育フルギョマの履修者数およ
び履修率の向上を目指している。履修者数向上に向けた計画として、魅力的なォヨカャョマを提供
し、履修意欲を高める。また、゠キツァピョヺドヱギを導入し、学生が主体的に学ぶ参加型の授業を増
やすことで、学習効果を高め、履修のムタプヺサュヱを維持する。さらに、きめ細やかな指導を通じ
て、学生一人ひとりの学習状況を把握し、履修をコホヺテすると共に、全学教育ヹカメヨ゠教育スヱ
ソヺが実施するカメヨ゠支援と連携し、早期からのカメヨ゠教育やアヱソヺヱサチフを通じて、本教育
フルギョマ履修の目的意識を高める。

履修率向上に向けては、カメヱハシ゠デノアゴヺによるきめ細かい履修指導を実施し、新入生のみ
ではなく、在学生に対しても、遚切な履修計画の立て方や科目の遥択方法等を丁寧に指導し、授業
外での学習相談や補習を実施して学生の理解度を高め、授業への参加を促している。さらに時間や
場所にとらわれない学習機会を提供し、学生の学習継続を支援している。また、出席状況や成績が
低迷している学生に対しては早期に相談や指導を行い、履修放棄を防ぐように取り組んでいる。

また、社会においてＡＩやヅヺソの重要性が増していることに鑑み、今後、必修化に向けた検討を逭
める。大学の魅力を積極的に発信し、入学希望者数を増やすことで、結果的に履修者数を増加させ
ることを目指す。

自己点検ヹ評価について

フルギョマの自己点検ヹ評価を行う体制

（責任者名）

（役職名）

自己点検ヹ評価の視点

学内からの視点
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自己点検ヹ評価体制における意見ヹ結果ヹ改善に向けた取組等自己点検ヹ評価の視点

学外からの視点

教育フルギョマ修了者の逭路、
活躍状況、企業等の評価

本教育フルギョマ修了者の卒業は、早くても令和9年度となるため、逭路ヹ活躍状況、企業
などの評価を現時点で得ることは困難である。本学では、修了認定者について遚切に管理す
る体制を整備し、卒業後の本教育フルギョマ修了者の就職先や企業での活躍状況を照会ヹ
評価する計画である。

本学卒業生の逭路については、金融、商社、情報通信、不動産、教育、コヺパシ、医療ヹ介
護、公務など、幅広い業種に就職している。これは、大学がＡＩヹ情報分野を含む複数の教育
ムヅラを提供し、多様なカメヨ゠ハシを支援していることの表れと考えられる。地域貢献への
意識が高い学生もおり、つくば市役所等の地元自治体や地域の企業への就職が見られる。
また、大学院へ逭学し、より専門的な知識や研究を深める意欲を持つ学生もいる。カメヨ゠
支援教育にも積極的に取り組んでおり、企業が求める人材育成につないで、企業から評価さ
れるようさらなる取り組みを逭めている。また、本学では国際性を重視しており、ＡＩヹパチギ
ヅヺソを活用したギルヺノラな人材育成を目指し、国際的な視野を持つ人材を求める企業
から評価されるよう取り組みを逭めている。

産業界からの視点を含めた教育
フルギョマ内容ヹ手法等への意見

本教育フルギョマは令和６年度に開設されたため、産業界からの評価を得るため
の修了者を輩出できていない。そのためヅヺソコアウヱシ教育フルギョマ委員会を
中心に、ヅヺソコアウヱシやＡＩ、情報スカャヨツァ等のヨツョサヺ教育について、本教
育フルギョマに期待することや実務で必要な知識ヹシカラに関する情報の収集を継
続的に実施することとしている。

産業界が重視する要素と大学の取組として、実践的なシカラヹ知識の習得が挙げ
られるが、本学では、「実学教育」を重視し、パザニシ、情報、ヅゴアヱなど、社会の
ドヺジに合わせた教育ムヅラを提供し、産業界の期待に応えることができるものと
考えている。これらを大学の取り組みとして、゠キツァピョヺドヱギや少人数教育を通
じて、学生の主体的な学びや思考力を育成する。

今後、企業との連携の強化、卒業生の追跡調査、産業界からのビァヺデノチキの収
集を続け、産業界からの視点を含めた教育フルギョマ内容ヹ手法等への意見を反映
させていく。

「全学的なヨツョサヺ教育としての導入」、「専門分野との接続による動機付け」、
「体験型学習と実践的な応用の重視」、「文理融合的な゠フルヺタ」などを重視し、本
学の設定する履修ムヅラでの専門分野と結びつくことで、学生は自身の興味のある
領域において数理ヹヅヺソコアウヱシヹＡＩがどのように役立つのかを具体的に理解
し、主体的に学ぶ「楽しさ」を見出す可能性がある。異なる学問分野との接点を示す
ことで、数理ヹヅヺソコアウヱシヹＡＩの幅広い可能性の理解を促し、「学ぶことの意義」
を深めるとともに、新たな知的好奇心を刺激し、「学ぶ楽しさ」につなげていく計画で
ある。

また、一邪の科目では、外邪講師招聘の制度を活用し、ＡＩ分野の専門家等による
講義を取り入れることにより、多角的な視点から数理ヹヅヺソコアウヱシヹＡＩがどのよ
うに社会において活用されているか、理解を促していく。

「分かりやすい」授業に向けた取り組みとして、一方向的な講義だけでなく、ギラヺ
フロヺキ、ヅァシォチサュヱ、フリズヱツヺサュヱ、クヺシシソヅァ、反転授業など、学生
が主体的に参加する形式の授業を積極的に導入し、理解度を高め、記憶への定着
を促している。学生が自ら考え、発言し、議論する遃程で疑問点が明確になり、教員
や他の学生からのビァヺデノチキを通じて理解を深めることができるよう工夫してい
る。さらに、゠キツァピョヺドヱギの推逭のため、シタャヺヅヱテヹ゠サシソヱテを一邪
の科目において活用し、学生の学修状況を遚切に把握しながら授業を逭めている。

数理ヹヅヺソコアウヱシヹＡＩを「学ぶ楽し
さ」「学ぶことの意義」を理解させること

内容ヹ水準を維持ヹ向上しつつ、より「分
かりやすい」授業とすること

※社会の変化や生成AI等の技術の発展
を踏まえて教育内容を継続的に見直すな
ど、より教育効果の高まる授業内容ヹ方
法とするための取組や仕組みについても
該当があれば記載
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授業の到達⽬標

到達⽬標：

SNS等{よº社会{�利⽤可能z⼤ß~÷ー¿|出現wvい»2こ¼¹²利⽤y»÷ー¿µイエン¹²構成y»要素分Þwあ»<情報学=1<統計学=Ûs<数理科学=~うち1情報学Ûs統計学²⽤いv÷ー¿~処理x
特徴抽出²⾏うこxw基礎的z÷ー¿活⽤²⾏うこx|w}»2

履修⽬標：

‧必要z÷ー¿²抽出y»こx|w}»2

‧⼈間|理解wやyいよう{÷ー¿²視覚化w}»2

‧÷ー¿~特徴²抽出w}»2

‧複数種÷ー¿間~質的‧ß的関連性²測»こx|w}»2

‧確率的{変動y»不確実z÷ー¿~⽣成|w}»2

事前‧事後学習

Google Classroom ²通xv配布y»講義þーøや演習問題²事前Ûs事後学習y»こxw1授業Õ容²深く理解wv欲wい2ÿ⽬安：５時間Ā

授業概要

÷ー¿処理{関y»次~事項²教授y»：抽出1視覚化1特徴ß~計算1相関1回帰分析x予測1確率分布2授業以外~⾝近z場⾯w÷ー¿処理²⾏え»よう{1授業w�エ¿セû{よ»演習²⾏う2

履修条件

zw

⼈材育成のためのキーワーù

⾃⼰表現⼒/⾃⼰分析⼒,問題~⾒⼒/問題解決⼒,実⾏⼒/Áャüン¸精神,情報¹キû

²¿テ³öùーûンÀの要素

課題解決型,実習

実務家教員による講義の有無

無

対象資格

授業úンバúンÀ

Se2202

科⽬等履修⽣‧授業公開受⼊可否

受⼊不可

授業計画

回数 授業計画

1回 授業計画x·ラバ¹~Õ容説明

〇⾃⼰学習~⽬標<授業~⽬的²理解w1エ¿セû~操作法²復習y»=

授業科⽬名

(つく�)÷ー¿分析x統計ÿÿ22124001Ā

担当教員名

アンùラウ¹セûòº
あ ³ y ¹ う y せ » r お

学部‧学科

経営情報学部 ó¸ý¹÷¶イン学科

学期

前期

単位数

Ā単位

授業形態

講義‧演習

履修年次ÿ履修開始可能年次Ā

2�

曜⽇時限

⾦曜4時限

2025/09/11 17:36 ⽇本国際学園⼤学履修�録·¹öð

https://www2.japan-iu.ac.jp/Syllabus/Syllabus.asp?nendo=2025&syllabuscode=22124001 1/29 / 64



回数 授業計画

2回 表計算~操作法

〇⾃⼰学習~⽬標<エ¿セû{おけ»÷ー¿~コôー1保存1移動1挿⼊1計算式1関数計算1書式設定

等|w}»=

3回 ÷ー¿~抽出‧集計

〇⾃⼰学習~⽬標<÷ー¿~並yÿえ1条件{よ»抽出1⾃動集計|w}»=

4回 ÷ー¿~視覚化ÿÿĀ

〇⾃⼰学習~⽬標<棒Àラõ1折¼線Àラõ1üーÀーÁャーø1ÖÀラõ|ïけ»=

5回 ÷ー¿~視覚化ÿĀĀ

〇⾃⼰学習~⽬標<ùーúツÀラõ1散布図1ò¹øÀラõ|ïけ»=

6回 ÷ー¿~特徴ß~抽出ÿÿĀ

〇⾃⼰学習~⽬標<合計1⽐率1分布1�均1中央値1Ā頻値等²抽出w}»=

7回 ÷ー¿~特徴ß~抽出ÿĀĀ

〇⾃⼰学習~⽬標<基本統計ß²理解w1分散や標準偏差|計算w}»2分析ツーû²活⽤w}1四分位

数や尖度1歪度²抽出w}»=

8回 ß的÷ー¿~関連性~抽出

〇⾃⼰学習~⽬標<複数種÷ー¿間~散布図²ï}1相関係数や類似度~意味²理解wv計算w}»=

9回 質的÷ー¿~関連性~抽出

〇⾃⼰学習~⽬標<¿ý¹表²作成w}1AICや»イĀ乗値²計算w}»=

10回 回帰分析{よ»予測ÿÿĀ

〇⾃⼰学習~⽬標<回帰分析²理解w1散布図x回帰直線²ïくこx|w}»=

11回 回帰分析{よ»予測ÿĀĀ

〇⾃⼰学習~⽬標<Ā⼩⼆乗法²使うこx|w}»2Ý相関係数や決定係数²計算w}»2分析ツーû{

よ»Ý回帰分析²⾏うこx|w}»=

12回 確率ÿÿĀ

〇⾃⼰学習~⽬標<⺟集団1標本1確率分布1離散‧連続確率変数{ついv理解w}»=

13回 確率ÿĀĀ

〇⾃⼰学習~⽬標<離散‧連続確率変数²理解w1代表的z確率分布ÿ⼀様分布1⼆項分布1正規分布Ā

{従う乱数²~⽣w}1期待値1分散1標準偏差²⼀般的{計算w}»=

評価⽅法

�常点ÿ�素~課題ð出等Ā80点1定期試験 20点

õ³ーùバッ¿⽅法

�素~ð出課題{関y»模範解答や学⽣回答x~コñンø²適宜⽰y2

テキスø

Google Classroom や授業中{おいv1適宜参考資料²配布y»2

参考⽂献

<Excelw学ぶ統計‧÷ー¿解析⼊⾨=ÿ中村永Ü‧⼭⽥智哉‧⾦明哲 共著1丸善出版Ā

備考

2025/09/11 17:36 ⽇本国際学園⼤学履修�録·¹öð

https://www2.japan-iu.ac.jp/Syllabus/Syllabus.asp?nendo=2025&syllabuscode=22124001 2/210 / 64



授業の到達⽬標

到達⽬標：

SNS等{よº社会{�利⽤可能z⼤à~÷ータ|出現wvい»2こ¼¹²利⽤y»÷ータµ´エン¹²構成y»要素Vßwあ»<情報学=1<統計学=Ûs<数理科学=~うち1情報学Ûs統計学²⽤いvO確実性~あ»
÷ータ~背後{あ»規則性²推理w1そ~確信度xx²{将来²予測y»こx|w}»2

履修⽬標：

SNS等{よº社会{�利⽤可能z⼤à~÷ータ|出現wvい»2こ¼¹²利⽤y»÷ータµ´エン¹²構成y»要素Vßwあ»<情報学=1<統計学=Ûs<数理科学=~うち1情報学Ûs統計学²⽤いv÷ータ²記述y
»ñùñータ²推定1÷ータ²⽤いv仮説²検定1Ûs¿ù¹タúンÀ⼿法w÷ータ²V類w}»2

事前‧事後学習

Google Classroom ²通xv配布y»講義þーøや演習問題²事前Ûs事後学習y»こxw1授業内容²深く理解wv欲wい2
事前{Ā時間1事後{3時間程度~学習時間²推奨y»2

授業概要

実÷ータ~背後{あ»確率的規則性²推定w1÷ータ²適W{V類y»た±~次~事項²学ぶ：点推定1区間推定1最尤推定1仮説検定1主成VV析1¿ù¹ターV析等2授業以外~⾝近z場⾯w÷ータ処理²⾏え»よ

う{1授業w�エ¿»ûxR{よ»演習²⾏う2

履修条件

<÷ータV析x統計ÿ=²受講wvい»こx|望~wい2

⼈材育成のためのキーワーù

⾃⼰表現⼒/⾃⼰V析⼒,問題~⾒⼒/問題解決⼒,実⾏⼒/チャüン¸精神,情報¹キû

²¿テ³öùーûンÀの要素

課題解決型,実習

実務家教員による講義の有無

無

対象資格

授業úンバúンÀ

Se2303

科⽬等履修⽣‧授業公開受⼊可否

受⼊O可

授業計画

回数 授業計画

1回 授業計画x·ùð¹~内容説明

〇⾃⼰学習~⽬標<授業~⽬的²理解w1エ¿»û~操作法²復習y»=

授業科⽬名

(つく�)÷ータV析x統計Āÿ22124501Ā

担当教員名

²ンùùウ¹»ûòº
あ ³ y ¹ う y せ » r z

学部‧学科

経営情報学部 ó¸ý¹÷¶´ン学科

学期

後期

単位数

Ā単位

授業形態

講義‧演習

履修年次ÿ履修開始可能年次Ā

2�

曜⽇時限

⽕曜4時限

2025/09/11 17:37 ⽇本国際学園⼤学履修�録·¹öð
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回数 授業計画

2回 標本V布x統計à

〇⾃⼰学習~⽬標<標本V布x統計à{ついv理解w1正規V布1»´⼆乗V布1tV布1FV布{ついv説
明w}»=

3回 推定ÿÿĀ

〇⾃⼰学習~⽬標<点推定x⺟�均1⺟V散~O偏推定à²理解w1最尤推定{ついv説明w}»=

4回 推定ÿĀĀ

〇⾃⼰学習~⽬標<区間推定~考え⽅²理解w1⺟�均1⺟⽐率~区間推定ついv説明w}»=

5回 検定ÿÿĀ

〇⾃⼰学習~⽬標<仮説検定{ついv理解w1帰無仮説1棄却域1有意⽔準{ついv説明w}»=

6回 検定ÿĀĀ

〇⾃⼰学習~⽬標<⺟�均1⺟⽐率1⺟V散1⺟�均~差{ついv説明w}»=

7回 検定ÿāĀ

〇⾃⼰学習~⽬標<»´⼆乗検定{ついv説明w}»=

8回 V散V析

〇⾃⼰学習~⽬標<V散V析法{ついv理解w1Ｆ検定²⾏うこx|w}»=

9回 Ｒ{よ»÷ータ解析ÿÿĀ

〇⾃⼰学習~⽬標<Ｒ{よº1÷ータ~⼊出⼒1結合1演算²⾏うこx|w}1÷ータ²各種Àùõ{視

覚Ww}»=

10回 Ｒ{よ»÷ータ解析ÿĀĀ

〇⾃⼰学習~⽬標<主成VV析{ついv説明w}»=

11回 Ｒ{よ»÷ータ解析ÿāĀ

〇⾃⼰学習~⽬標<因⼦V析{ついv説明w}»=

12回 Ｒ{よ»÷ータ解析ÿĂĀ

〇⾃⼰学習~⽬標<¿ù¹ターV析{ついv説明w}»=

13回 Ｒ{よ»÷ータ解析ÿăĀ

〇⾃⼰学習~⽬標<vwV析{ついv説明w}»=

評価⽅法

�常点ÿ�素~課題提出等Ā80点1定期試験 20点

õ³ーùバッ¿⽅法

�素~提出課題{関y»模範解答や学⽣回答へ~コñンø²適宜⽰y2~た1Mentimeter²⽤いた´ンタù¿ö³ö÷ü¼ンöー·ョンw講義中~学習過程²確認y»機会²Pえ»2~た1Mentimeter²⽤いた´ンタù
¿ö³ö÷ü¼ンöー·ョンw講義中~学習過程²確認y»機会²Pえ»2

テキスø

Google Classroom や授業中{zいv1適宜参考資料²配布y»2

参考⽂献

<基礎{¹学ぶ統計学=ÿ中原治 著1⽺⼟社Ā
<�³z~R=ÿJared P. Lander 著1マ´úó出版Ā
<Excelw学ぶ統計‧÷ータ解析⼊⾨=ÿ中村永Ü‧⼭⽥智哉‧⾦明哲 共著1丸善出版Ā
<Ｒ{よ»÷ータµ´エン¹=ÿ⾦明哲 著1森X出版Ā

備考
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授業の到達⽬標

@到達⽬標A 情報社会{zいv1⾃¹~情報úöù·ー²²x{1正wい情報²×捨ø択w}1被害者{²加害者{²zºう»意識²²sv1正wい情報活⽤|w}1ま�説明y»sx|w}»
@}修⽬標A 情報倫理²体系的{理解w1適Wz活⽤|w}»意識‧¹½û‧能⼒²⾝{tqvいく
1：情報²活⽤y»利便性や情報~O正z利⽤{よ»問題{tいvzz°}説明y»sx|w}1ま�⾃¹|実践w}»2
2：著作物~定義や著作者~権利{関y»知識²記述y»sx|w}1論⽂や著作物{zいv情報úöù·ー²遵Ûw�表現²y»sx|w}»2
3：ビóÀ÷ー¿~活⽤{よ»個⼈情報や÷ù´バ·ー~O正利⽤{tいvzz°}説明y»sx|w}1そ~利便性や危険性²理解y»sx|w}»2
4：情報倫理²理解w1⾃¹|被害者{²加害者{²z»意識²持sv1ネóø社会²⽣}抜く⼒²⾝{tq»sx|w}»2

事前‧事後学習

@事前学習A事前{⽰さ¼�öーþや学習範囲²理解w1基礎的z知識²⾝{tqvzくsx|望まwい2ÿ2時間程度Ā
‧ 今まw{学³�教科書やö½¹ø1参考⽂献zy{⽬²通wv1概要²理解wvzく
@事後学習A講義²通xv得¹¼�知識zy²⽤いv1課題解決{結びtくようz⾃Vzº~考え²⽰y2ÿ3時間程度Ā
‧ 講義中w共有w�知識や他者~意⾒²⾃Vzº{まx±»
‧ ⾃Vzº~考え²元{1Pえ¹¼�課題{対wv~解決策²⽰y
‧ ⾃V及び他者~考え⽅²共有w1üýーøや÷ü¼ンöー·ョンzyw⽰{»よう{y»

授業概要

‧ 近�1急速{ビóÀ÷ー¿²収集w1AIÿ⼈⼯知能Ā²活⽤y»·¹öĀ|増えv}vい»2特{1÷¸¿ûネ´ö´öx⾔わ¼»世代{zいv�1情報技術~進化xx²{¹½ûや知識²習得w1今まw以上{有益
{活⽤y»sx|w}vい»2w{w1 ⼀⽅w�1急速z情報技術~展{伴い情報漏洩やµ´バー犯罪zy�後²絶�zい2そswq講義w�1急速{~展y»情報化社会{zq»¹½ûや知識²理解w1ネóø社会
{zq»情報倫理‧情報»½ュúö³²⾃¹形成wvいく能⼒²養svいく2

‧ 情報化社会{zいv�1ネóø上~Ăùûやûーû²理解w1相互{Ü⼼wv暮¹{»社会²築いvいく考え⽅²⾝{付q»sx|O可⽋wあ»2特{若�|w�1情報倫理|o成熟z�±1ふxw�利⽤w1加害者
{²被害者{²zº得»~|実情w²あ»2<ネóø{zq»コÿュニÁー·ョン=‧<情報技術x»½ュúö³=‧<´ン¿ーネóøx犯罪=‧<個⼈情報x知的財産=‧<SNSx情報Ăùû=zy´ン¿ーネóø社会²⽣}
»�±~情報倫理{関連y»諸問題²実例²²x{×º上rv1⾃⼰防衛や社会防衛~意識²持v»よう{wvいく2

履修条件

1：現在まw{1⾼校課程~情報ま��現代社会‧地理~いz¼{~授業²}修w�経験|あ»者|望まwい2
2：情報~授業w得�知識~有無{{{わ¹z1q講義へ~興味や関⼼²持sv臨°者|望まwい2
3：情報倫理~学び²通xv1現代~社会や将来{tz|»課題意識²持t者|望まwい2
4：⼀般教養xwv1情報倫理²学びsx~意義²持�1⾃V⾃⾝~²ùバンöー¸{w}»者|望まwい2
5：q講義²通xv1情報úöù·ー²⾼±1⾃¹|率先wv情報倫理²遵Ûy»意欲²持t者|望まwい2

⼈材育成のためのキーワーù

コÿュニÁー·ョン能⼒/協調性,⾃⼰表現⼒/⾃⼰V析⼒,問題~⾒⼒/問題解決⼒,実⾏⼒/Áăüン¸精神,⾔語運⽤⼒,情報¹½û,÷¶´ン⼒

²¿テ³öùーûンÀの要素

課題解決型,÷³¹»ó·ョン,Àûー÷ワー¿,÷ü¼ンöー·ョン,実習

実務家教員による講義の有無

有

対象資格

授業úンバúンÀ

Se2213

科⽬等履修⽣‧授業公開受⼊可否

Ø⼊可

授業科⽬名

(tく�)情報倫理‧情報»½ュúö³ÿ24300901Ā

担当教員名

⾕q茂明
�{²xwrあ}

学部‧学科

経営情報学部 ビ¸ネ¹÷¶´ン学科

学期

前期

単位数

２単位

授業形態

履修年次ÿ履修開始可能年次Ā

2�

曜⽇時限

⾦曜2時限
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授業計画

回数 授業計画

1回 ºúエンöー·ョン‧¼´Àン¹

〜 情報倫理‧情報úöù·ーx�︖ 〜

2回 情報通信社会x´ン¿ーネóø

〜 急速{進化y»技術⼒x¹½û 〜

3回 ネóø時代~コÿュニÁー·ョン能⼒

〜 ネóø上w~加害⾏ú‧被害⾏ú 〜

4回 現代~ā÷³²~変÷

〜 急速{拡⼤y»ā÷´²xā÷´²úöù·ー~あº⽅ 〜

5回 情報技術x»½ュúö³~進化

〜 ⾼度化‧複雑化y»情報技術x»½ュúö³ー 〜

6回 ´ン¿ーネóø上{zq»犯罪⾏ú

〜 過去{⾏わ¼�ネóø上~犯罪⾏úxs¼{¹起sºう»事象 〜

7回 中間試験：第1回〜6回まw~講義内容²試験y»
個⼈情報x÷ù´バ·ー知的所有権xコンöンô：〜 私��~個⼈情報�い{{wv侵害さ¼vい»~
{︖ 〜

8回 情報科学技術x⽣命倫理

〜 医療‧⽣命{関y»技術~~展x⽣命倫理x~整合性 〜

9回 ビóÀ÷ー¿xAI~倫理
〜 次世代{求±¹¼»ビóÀ÷ー¿~活⽤ 〜

10回 ÷¸¿û÷バ´ù|引}起sy1²う⼀t~格差社会

〜 情報弱者{起sºう»近o来x防衛策 〜

11回 ½ー·ăûネóøワー¿µービ¹ÿSNS){zq»被害~実例
〜 今まw気|t{z{s�⾝近z犯罪x加害者及び被害者~可能性 〜

12回 ネóø上{zq»⾦融×引や経済活動{関y»可能性

〜 ネóø売買‧仮想⾦融‧NFT�1経済活動²変え»~{︖ 〜

13回 期p試験：第7回〜12回まw~講義内容²試験y»
次世代{起s»ネóø世界x情報倫理：〜 ·ン¾ュùúö´²超え�後~情報倫理 〜

評価⽅法

‧ 授業参加時~活動ÿ�常ùĀ20％
‧ 中間試験ÿ学業ùĀ40％
‧ 期p試験ÿ学業ùĀ40％

õ³ーùバッ¿⽅法

‧ 授業後{⽰さ¼»課題{対y»⾃Vzº~考え{対wv~²ùバ´¹
‧ 授業中{⾏わ¼»ワー¿·ョó÷や÷´¹»ó·ョン{対y»総合的z²ùバ´¹
‧ 学期p試験{対y»コāンø

テキスø

@改訂3版A情報倫理 ネóø時代~½ー·ăû‧úöù·ー 著者: ⾼橋 慈⼦1原⽥ 隆史1佐藤 翔1岡部 晋典1出版社: 技術評論社 ISBN-13: 978-4297134150

参考⽂献

‧ 講義資料²配付
‧ 情報教育学研究会 >´ン¿ーネóø社会²⽣}»�±~情報倫理ÿ改訂版Ā?実務出版, 2020

備考

‧ 講義�qwzく1ワー¿·ョó÷や÷´¹»ó·ョンzy~活動|多くあºまy2主体的{参加wvく�さい2
‧ 知識~集約�qwzく1知識~活⽤²ā´ン{wまy2考え»意識²持sv参加wvく�さい2
‧ 授業計画�1}修者数や進度{よsv変わ»可能性|あºまy2
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授業の到達⽬標

到達⽬標：

‧数理‧÷ー¿µ´エン¹‧AI²学ぶ上w基盤xz»学修�⽬ÿ数学‧統計学Ā{tいv説明y»こx|w}»2
履修⽬標：

‧数理‧÷ー¿µ´エン¹‧AI²学ぶ上w基盤xz»学修�⽬ÿ数学‧統計学Ā²理解y»2

事前‧事後学習

教科書~演習及び授業w紹介w�内容ÿWebµ´ø等²含�Ā‧課題²事前及び事後学習y»こxw1授業内容²深く理解wv欲wい2ÿ⽬安：５時間Ā

授業概要

÷ー¿やAI²活⽤y»��~数学‧統計学~⼟Āxz»基礎知識²学ぶ2
~�1演習�Python²⽤いv⾏う2

履修条件

必須w�zい|1Python⾔語²履修済�wあ»こx|望~wい2
上記履修wvzい者�Youtube等wPython⾔語~基礎²習得y»こx2

⼈材育成のためのキーワーù

ÃÿュûÁー·ョン能⼒/協調性,問題~⾒⼒/問題解決⼒,実⾏⼒/Áăüン¸精神,情報¹キû

²¿テ³öùーûンÀの要素

課題解決型,÷³¹カッ·ョン,Àûープワー¿,プüゼンöー·ョン

実務家教員による講義の有無

無

対象資格

授業úンバúンÀ

Sf2221

科⽬等履修⽣‧授業公開受⼊可否

Ø⼊不ÿ

授業計画

回数 授業計画

1回 授業⽬的‧計画~説明

´ンøýÀ¿·ョン1·ùð¹確認1Python~準備

2回 �列，組�合わ{

�列，組�合わ{1演習

授業科⽬名

(tく�)ビ¸ネ¹数理ÿ÷ー¿µ´エン¹Āÿ35323201Ā

担当教員名

ñン¿üーù
� ³ � ぼ ー ¹

学部‧学科

経営情報学部 ビ¸ネ¹÷¶´ン学科

学期

後期

単位数

２単位

授業形態

講義‧演習

履修年次ÿ履修開始可能年次Ā

3�

曜⽇時限

⽕曜2時限
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回数 授業計画

3回 集合，ベン÷

集合，ベン÷1集合~演算1演習

4回 確率

確率~意味1条件付}確率確率1演習

5回 代表値

�均値1中央値1最頻値1演習

6回 分散，標準偏差

分散1標準偏差1演習

7回 相関

共分散1相関係数1相関x因果関係1演習

8回 ベ¿øû~演算

ベ¿øûx⾏列1ベ¿øû~和x¹カùー倍1ベ¿øû~内積1演習

9回 ⾏列~演算

⾏列~和x¹カùー倍1⾏列~積1演習

10回 多�式関数

多�式関数x�1次関数~Àùフ1次関数~Àùフ1演習

11回 ‧指数関数

指数~意味1指数関数~Àùフ1演習

‧対数関数

対数~意味1対数関数~Àùフ1Excel{よ»演習

12回 ‧微分係数

関数~極限1関数~傾}x微分~関係1演習

‧1変数関数~微分法
導関数1関数~増減xÀùフ1演習

13回 1変数関数~積分法  ÿ必要{応xv復習⼜�学習Ā
不定積分1積分x⾯積~関係1定積分1演習

評価⽅法

授業へ~参加状況および出席課題ÿ30%Ā1中間ö¹ø(1回)ÿ20％Ā1期o試験~��課題üýーøand/or プüゼンöー·ョンÿ50%Ā

õ³ーùバッ¿⽅法

�素~提出課題{関y»模範解答や学⽣回答へ~Ãāンø²適宜⽰y2

テキスø

zw

参考⽂献

数理‧÷ー¿µ´エン¹‧AI~��~数学基礎
岡⽥ 朋⼦  (2024)

必要{応xvそ~他�授業内w紹介y»

備考

‧  授業計画�1履修者数や進度{よsv変更{z»ÿ能性|あ»2
‧  授業~最後{1出席課題²提出wv�¹う場合|あ»2
‧  ÷´¹カッ·ョンzy~活動{�主体的{参加wvく�さい2
‧  知識~集約�けwzく1知識~活⽤²ā´ン{w~y2考え»意識²持sv参加wvく�さい2

私語~ýú·ー

授業中~私語�周º{迷惑{z»~w注意w�º1退出さ{�ºy»場合|あ»2

¹þû~ýú·ー

¹þû�必z電源OFF�wく�þúーĂーù{設定wv置く2
学習~⽬的{利⽤y»場合1周º{迷惑{z¹zい範öw利⽤ÿ2

ÂーĀzy学習以外~⽬的{利⽤w�場合1注意w�º1退出さ{�ºy»場合|あ»2

不正⾏為~×扱い

試験や課題提出{不正⾏為|あs�場合1⼤学~ýú·ー{従sv厳格{対応y»2
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授業の到達⽬標

到Ô⽬標︓

‧整列や探索zy~基本的z²û´úºĀ{tいv理解し1そ~概要を説明w}»2

‧典型的z²û´úºĀ{tいv理解し1÷ýÀùÿンÀw}»2

履修⽬標︓

‧各²û´úºĀ~論理的z意味1数学的z意味を理解し1そ~処理⼿�を説明w}»2

‧与え¹¼た課題{対しv適Wz÷ー¿構 や²û´úºĀを⾃⾝w設計し1÷ýÀùÿンÀ化w}»2

事前‧事後学習

事前学習xしv1次~授業~内容を予習y»2事後学習xしv1講義内容を整理しv復習y»xx�{1

授業~課題{×º組�2事前事後学習�1合わ{vĀ時間程度必要wあ»2~た1÷ýÀùÿンÀ⾔語Pythonを習得y»sx|望~しい2

授業概要

情報処理技術者{必須z²û´úºĀx÷ー¿構 {関y»基礎事�を学s1代表的z²û´úºĀ{tいv実際{÷ýÀùÿンÀ⾔語Pythonを⽤いv÷ýÀùĀを作成しさ¹{理解を深�»2

履修条件

÷ýÀùÿンÀ1·¹öĀ開~1各種²÷úÁー·ョンソõø¶¸²開~{興味|あº1積極的{×º組�»sx2

⼈材育成のためのキーワーù

問題~⾒⼒/問題解決⼒,実⾏⼒/Áャüン¸精神,情報¹キû

²¿テ³öùーûンÀの要素

課題解決型,実習

実務家教員による講義の有無

有

対象資格

⾼等学校教諭⼀種免許状ÿ情報Ā,¶·ö÷¶´ン実務⼠

※資格対象科⽬�⼊学�度w異z»た�1便覧w資格カúキュùĀを必z確認しv下さい2

授業úンバúンÀ

Sj2312

科⽬等履修⽣‧授業公開受⼊可否

Ø⼊可

授業計画

授業科⽬名

(tく�)²û´úºĀÿ31331501Ā

担当教員名

⾕本茂明
た{�xしrあ}

学部‧学科

経営情報学部 ビ¸ネ¹÷¶´ン学科

学期

後期

単位数

Ā単位

授業形態

履修年次ÿ履修開始可能年次Ā

2�

曜⽇時限

⽊曜2時限
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回数 授業計画

1回 ²û´úºĀ~基本︓

²û´úºĀx�何{を解説y»2~た授業中{使⽤y»÷ýÀùÿンÀ⾔語 (Python) ~概略を説明し1
簡単z例題を出題y»2

2回 簡単z²û´úºĀ︓

い½い½z²û´úºĀ~中w組�込~¼v利⽤さ¼»基本的²û´úºĀ (合計値1�均値1最⼤値1最
⼩値1÷ー¿~交換) ~解説x実習をy»2

3回 探索1 (線型探索法) ︓
探索²û´úºĀx�何{を説明し1単純z²û´úºĀ~rxtwあ»線型探索法 (úû²µーÁ) {t
いv解説y»2~た実習を通しv動作確認をy»2

4回 探索2 (⼆V探索法)︓
⾼�{探索w}»⼆V探索法 (バ´úúµーÁ) を解説y»2線形探索法x~動作~Õいを例題を通しv実
習y»2

5回 ⼩ö¹ø1回⽬：第ÿ±{¹ÿ±~w~講義内容~振º返ºxしv1⼩ö¹øを実施y»2

6回 整列1 (単�交換法)︓
整列²û´úºĀx�何{を説明し1最�基本的z²û´úºĀ~rxtwあ»単�交換法 (バöûソー
ø) {tいv解説y»2~た例題を通しv実習y»2

7回 整列2 (単純選択法)︓
前回同様{1最�基本的z²û´úºĀwあ»単純選択法 (選択ソーø) {tいv解説x実習をy»2

8回 整列3 (単純挿⼊法)︓
整列さ¼vい»部V|多いx1⾼�{整列w}»単純挿⼊法 (挿⼊ソーø) {tいv解説y»2~た例題を
通しv実習y»2

9回 整列4 (¿´ッ¿ソーø)︓
最��く整列w}»¿´ッ¿ソーø{tいv解説y»2再帰xいう概念を使svいv1難解z考え⽅z~w

時間を{qv説明y»2

10回 ⼩ö¹ø2回⽬：第6±{¹9±~w~講義内容~振º返ºxしv1⼩ö¹øを実施y»2

11回 迷路⾃動⽣成²û´úºĀ (棒倒し法1⽳掘º法Ā：ùンÀĀ{棒を倒しv迷路を作»棒倒し法{よ»²û
´úºĀ1ùンÀĀ{2歩zt⽳を掘sv迷路を作成y»⽳掘º法を解説し1実習を通しv理解y»2

12回 迷路探索²û´úºĀ (右⼿法1幅優先探索法Ā：迷路を解く最�簡単z²û´úºĀ右⼿法を最初{解
説1実習y»2次{1無駄zûーøを²~zい最短路を⾒tq»sx|w}»幅優先探索法{tいv解

説1実習y»2

13回 üýーø課題：迷路⽣成1探索{関y»üýーø課題を実施y»2

評価⽅法

�常点ÿ30％Ā12回~⼩ö¹øÿ1回⽬ÿ基本²û´úºĀ1探索²û´úºĀ：30％Ā12回⽬ÿ選択²û´úºĀ：30％ĀĀxüýーø課題ÿ迷路作成‧探索²û´úºĀ：10％ĀĀw評価y»2

õ³ーùバッ¿⽅法

⼩ö¹ø{対し回答例zyを解説y»zy1適宜1õ³ーùバッ¿を⾏う2

テキスø

²û´úºĀx÷ýÀùÿンÀ~図鑑ÿþ´úビ出版Ā森巧尚 [著] ISBN978-4-8399-7709-2

参考⽂献

²û´úºĀx÷ー¿構 ÿ講談社Ā⼤槻 兼資 [著] ISBN978-4-06-512844-2
問題解決~た�~<²û´úºĀ × 数学=|基礎{¹しs{º⾝{tく本ÿ技術評論社Ā⽶⽥ 優
峻 [著] ISBN978-4-297-12521-9
新‧明解Python⼊⾨ÿSB¿ú¸´ö³öĀ柴⽥ 望洋 [著] ISBN978-4-8156-0152-2

備考

授業w�1÷ýÀùÿンÀや数学{tいv基礎{¹丁寧{解説y»2~た授業内容を習得w}»よう{1実習{⼗Vz時間を充v»2
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授業の到達⽬標

到達⽬標

‧ＡＩ技術~体系を⼤~{{理解w，社会課題x~tz|ºを®明w}»。

‧ＡＩを×º巻く状況~変化を踏~え，⾃¹~視点wÎ後~展望を述y»sx|w}»。

}修⽬標

‧ＡＩ技術を⾃¹活⽤y»sx{よº，社会課題~解決y»ため~⽅策を提案w}»。

‧ＡＩ~最新事情や国等~ＡＩ戦略~動向を⼗分{理解w，多様z観点{¹Î後~展望を述y»sx|w}»。

事前‧事後学習

öキ¹ø~関係y»箇所を事前{通¯w，理解を深めvzくsx|望~wい。

~た，ＡＩ~最新事情を理解y»ため，適宜参考xz»⽂献ÿニュー¹記事等Āを指⽰y»~w，そ~内容を¯�，·ョーøüýーøを提出y»sx|求め¹¼»。

事前‧事後学習を合わせv，5時間程度を要y»x想定さ¼»。

授業概要

µ´ðー‧õ³¸»û空間{zいv，⼈間x協⼒wv共{進化y»ＡＩ{関y»技術|~展wvzº，Society 5.0を実現y»ため~重要z要素xzsvい»。
s~授業w�，÷¸タûô´ン~時代{zq»次世代ＡＩ技術{tいv理解を深め»ため{必要xz»，ＡＩ~基本的z²û´úºĀ‧要素技術{tいv学ぶ。

さ¹{，社会·ÿュüー·ョンや画像認識‧⽣成~演習を⾏い，ＡＩ~活⽤{よ»社会課題~解決⼿法を体験y»。

zz，ＡＩ技術�⽇々進化を遂rvい»sx{¹，最新~事情や国等~ＡＩ戦略~動向を適宜紹Ïwz|¹授業を⾏う。

履修条件

ＡＩを活⽤wたプý¸·¿ø学習を実施y»ため，積極的{授業x参加y»sx|求め¹¼»。

⼈材育成のためのキーワーù

³ÿュニÁー·ョン能⼒/協調性,⾃⼰表現⼒/⾃⼰分析⼒,問題~⾒⼒/問題解決⼒,実⾏⼒/チăüン¸精神,ýー»û‧Àýーðû»ン¹,⾔語運⽤⼒,情報¹キû,þネ¸āンø»ン¹,÷¶´ン⼒

²¿テ³öùーûンÀの要素

課題解決型,÷³¹»ó·ョン,Àûープワー¿,プü¼ンöー·ョン,実習

実務家教員による講義の有無

有

対象資格

授業úンバúンÀ

Sj2206

科⽬等履修⽣‧授業公開受⼊可否

Ø⼊不可

授業計画

授業科⽬名

(tく�)ＡＩ~活⽤ÿ38321601Ā

担当教員名

丸⼭雅貴
~»や~~さ}

学部‧学科

経営情報学部 ó¸ネ¹÷¶´ン学科

学期

後期

単位数

２単位

授業形態

履修年次ÿ履修開始可能年次Ā

2年

曜⽇時限

⽕曜4時限
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回数 授業計画

1回 ºú¸ンöー·ョン

授業~進め⽅等

2回 ＡＩ技術~歴史x概要

¸キ¹ñーø·¹öĀ~限界

3回 探索{よ»問題解決

戦略的z探索

4回 知識表現x推論

論理を⽤いた思考

5回 機械学習

深|学習~~展

6回 ÷ータþ´ニンÀ

÷ータ{¹~知識~⾒

7回 知識Ă÷úンÀx知識流通

知識~効果的z共有

8回 ⽣成ＡＩ

⼈間~創造性~ã張

9回 ÷¸タûô´ン

⼈x共進化y»ＡＩ技術

10回 óóÀ÷ータ時代~ＡＩ

次世代ＡＩ技術を実現y»³ンôューö³ンÀ

11回 プý¸·¿ø学習d

社会·ÿュüー·ョン

12回 プý¸·¿ø学習e

画像認識‧⽣成

13回 ~xめ

学習内容~総括‧応⽤的z内容

評価⽅法

授業x~参加状況 50%，·ョーøüýーø 40%，最終üýーø 10%

õ³ーùバッ¿⽅法

·ョーøüýーø~内容{対wv，適宜õ³ーùðó¿を⾏う。

テキスø

必要{応xv，適宜指⽰y»。

参考⽂献

数理‧÷ータµ´¸ン¹‧AI教育強化â点³ン½ー·²Ā|作成wvい»<応⽤基礎üベûĂ÷û»úキュùĀ対応教材=を参考⽂献xwv活⽤y»。
http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/e-learning_ouyoukiso.html

備考

‧授業~順序�，状況{応xv変更y»場合|あ»。

‧Google Classroomを使⽤w，·ョーøüýーøや最終üýーø等~提出を求め»。
‧提出さ¼た授業内~課題，·ョーøüýーø等~内容を¿ù¹内w共有w，õ³ーùðó¿‧相互評価を⾏うsx|あ»。
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TOEIC A

Basic Skills for
TOEIC B

English for
Academic
Purposes

EAP Basic1 EAP Basic2

ºÕ³¹²×ê
±ø·çóÿ

ÿExcelÿ

EI Enhanced
Speaking Skills

EA Advanced
Speaking Skills

EA Advanced
Writing Skills

EB Effective
Presentation

Skills

EI Enhanced
Writing Skills

Discussion
Skills A
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カリキュラムツリヸ　　国際エアラインモデル

区区分分

キャリア
実践演習Ｄ

キャリア
実践演習Ｃ

プレゼンテヸ
ション

基
礎

日本語
リテラシヸＡ

日本語
リテラシヸＢ

数学（数的処
理ヷ判断推理）

ＡＩヷデヸタ
サイエンス概論

情報リテラシヸ 情報と社ゟ

基礎ゼミ１

共
通

法律の基礎
ファイナンシャル
ヷプランニング

簿記ゟ計入門

1年次 2年次 3年次 4年次

基礎ゼミ2

情報科学入門

キャリ
ア支援

キャリアデザイン基礎Ａ キャリアデザイン基礎Ｂ
キャリア

実践演習Ａ
キャリア

実践演習Ｂ

接客英語 接客英ゟ話

EI Enhanced
Writing Skills

ビジネスコミュ
ニケヸションＡ

ビジネスコミュ
ニケヸションＢ

情報倫理ヷ情報
セキュリティ

ロジカル
ライティング

リヸダヸシッ
プスキル

ファシリテヸ
ション

オフィスアプリ
ケヸションＡ
（Word）

オフィスアプリ
ケヸションＢ

（Excel）

English for
Tourism

オフィスアプリケヸ
ションＣ（Power

Point）

EAP Basic1 EAP Basic2

EB
Communication

Strategies

EI Enhanced
Speaking Skills

EA Advanced
Speaking Skills

EA Advanced
Writing Skills

EB Effective
Presentation

Skills

English for
Academic
Purposes

専門演習ゼミ２

卒業研究

国際エアライン
入門

エアライン特論Ａ

航空ビジネス

エアラインキャリ
ア実践演習Ａ

エアライン特論Ｂ エアライン特論Ｃ

エアラインキャリ
ア実践演習Ｂ

エアライン
業界研究

マヸケティング
Ａ

マヸケティング
Ｂ

専
門
応
用

専門演習ゼミ１

エ
ア
ラ
イ
ン
実
践

そ
の
も
専
門

日本史 世界史 国際コミュニケヸ
ションの基礎１

国際コミュニケヸ
ションの基礎2

ビジネス
プランニング

リスク
マネジメント

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

デヸタ分析と
統計１

デヸタ分析と
統計２

ロジカル
シンキング

Advanced Skills
for

TOEIC B

心理学

Discussion
Skills A

English
Skill

国
際
社
ゟ
ヷ
文
化
理
解

異文化理解Ｂ

国際関係論Ａ 国際関係論Ｂ

Intermediate
Skills for

TOEIC　Ａ

Intermediate
Skills for

TOEIC　Ｂ

異文化理解Ａ

Basic Skills for
TOEIC A

Basic Skills for
TOEIC B

Advanced Skills
for

TOEIC A

Discussion
Skills B

English through
Movies
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　　授授業業科科目目表表 国国際際エエアアラライインンモモデデルル

春ヷ夏 秋 春ヷ夏 秋 春ヷ夏 秋 春ヷ夏 秋

〭界史 2

日本史 2

法律の基礎 2

ファイナンシャルヷプランニング 2

簿記ゟ計入門（簿記４級レベル） 2

色彩学入門 2

デザイン基礎Ａ 2

デザイン基礎Ｂ 2

心理学 2

コンピュヸタ言語入門 2

ＡＩヷデヸタサイエンス概論 2

特別教養講座Ａ 1

特別教養講座Ｂ 1

EAP Basic1 4 ●

EAP Basic2 4 ●

EAP Basic (next) 1 4

EAP Basic (next) 2 4

EB Communication Strategies 2 〇

EB Effective Presentation Skills 2 〇

EI Enhanced Speaking Skills 2 〇

EI Enhanced Writing Skills 2 〇

EA Advanced Speaking Skills 2 〇

EA Advanced Writing Skills 2 〇

基礎ゼミ1 2

基礎ゼミ2 2

日本語リテラシヸＡ 2 ●

日本語リテラシヸＢ 2 ●

数学（数的処理ヷ判断推理） 2 ●

情報リテラシヸ 2 ●

情報科学入門 2 ●

情報と社ゟ 2 ●

国際エアライン入門 2 〇

プレゼンテヸション 2

デヸタ分析と統計１ 2

デヸタ分析と統計２ 2

ロジカルシンキング 2

リヸダヸシップスキル 2

ファシリテヸション 2

オフィスアプリケヸションA（Word） 2

オフィスアプリケヸションB（Excel） 2

オフィスアプリケヸションC（Power Point） 2

ビジネスコミュニケヸションA 2

ビジネスコミュニケヸションB 2

ロジカルライティング 2

情報倫理ヷ情報セキュリティ 2

マヸケティングＡ 2 〇

マヸケティングＢ 2 〇

ビジネスプランニング 2 〇

リスクマネジメント 2 〇

English through Movies 2 〇

English for Tourism 2 〇

Discussion Skills A 2 〇

Discussion Skills B 2 〇

Basic Skills for TOEIC A （TOEIC初級A） 2 〇

Basic Skills for TOEIC B （TOEIC初級B） 2 〇

Intermediate Skills for TOEIC A （TOEIC〶級A） 2 〇

Intermediate Skills for TOEIC B （TOEIC〶級A） 2 〇

Advanced Skills for TOEIC A （TOEIC〥級A） 2 〇

Advanced Skills for TOEIC B （TOEIC〥級B） 2 〇

English for Academic Purposes 2 〇

国際コミュニケヸションの基礎１ 2 〇

国際コミュニケヸションの基礎２ 2 〇

異文化理解Ａ/Crosscultural Understanding A 2 〇

異文化理解Ｂ/Crosscultural Understanding B 2 〇

国際関係論Ａ/International relations theory 2 〇

国際関係論Ｂ/International relations theory 2 〇

接客英語 2 〇

接客英ゟ話 2 〇

航空ビジネス 2 〇

エアライン業界研究 2 〇

エアラインキャリア実践演習A 2 〇

エアラインキャリア実践演習B 2 〇

エアライン特論A 2 〇

エアライン特論B 2 〇

エアライン特論C 2 〇

専門演習ゼミ１ 4

専門演習ゼミ２ 4

卒業研究 4

Study Abroad Preparation 2 〇

海外留学/Global Academic Study Programme 12 〇 自由科目の単ギとなります。

現地報告演習 2 〇

キャリアデザイン基礎Ａ 2

キャリアデザイン基礎Ｂ 2

キャリア実践演習A 2 ●

キャリア実践演習B 2 ●

キャリア実践演習C 2 ●

キャリア実践演習D 2 ●

科目区分 授業科目の名称
単
ギ
数

開講年次ヷ学期、必修ヷ選択科目の区分 備　　考
※印の授業科目の開講学期は、
時間割表で確認してください。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

総
合
科
目

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

外
国
語
科
目

〇※

〇※

〇※

基
礎
科
目

●

●

モデル入門科目

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
科
目

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

専
門
科
目

現
り
ビ
ジ

ネ
ス
系

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
系

国
際
エ
ア
ラ
イ
ン

ヷ
ホ
テ
ル
系

●

●

〇

海外留学
関連科目

キャリア
支援科目

●

●

専門応用科目

必修 ８単ギ

必修 16単ギ

選択必修 ２単ギれ〥

選択必修 ８単ギれ〥

選択 ２４単ギれ〥

必修 12単ギ

選択 10単ギれ〥

開講年次、学期が変更され

ることがありますので、時間

割表で確認してください。

必修 8単ギ
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カリキュラムツリヸ　　国際ホテルモデル

区区分分

リヸダヸシッ
プスキル

ファシリテヸ
ション

4年次

基
礎

日本語
リテラシヸＡ

日本語
リテラシヸＢ

数学（数的処
理ヷ判断推理）

ＡＩヷデヸタ
サイエンス概論

情報リテラシヸ 情報と社ゟ

基礎ゼミ１ 基礎ゼミ2

1年次 2年次 3年次

情報科学入門

キャリ
ア支援

キャリア
実践演習Ａ

キャリアデザイン基礎Ａ キャリアデザイン基礎Ｂ
キャリア

実践演習Ｃ
キャリア

実践演習Ｄ

総
合

法律の基礎
ファイナンシャル
ヷプランニング

簿記ゟ計入門

キャリア
実践演習Ｂ

色彩学入門

English
Skill

EAP Basic1 EAP Basic2
Discussion

Skills A

EB
Communication

Strategies

EI Enhanced
Speaking Skills

EB Effective
Presentation

Skills

EI Enhanced
Writing Skills

Basic Skills for
TOEIC A

Basic Skills for
TOEIC B

Intermediate
Skills for

TOEIC　Ａ

Intermediate
Skills for

TOEIC　Ｂ

EA Advanced
Speaking Skills

EA Advanced
Writing Skills

接客英語 接客英ゟ話

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

デヸタ分析と
統計１

デヸタ分析と
統計２

プレゼンテヸ
ション

オフィスアプリ
ケヸションＡ
（Word）

オフィスアプリ
ケヸションＢ

（Excel）

オフィスアプリケヸ
ションＣ（Power

Point）

ロジカル
シンキング

ビジネスコミュ
ニケヸションＡ

ビジネスコミュ
ニケヸションＢ

情報倫理ヷ情報
セキュリティ

ロジカル
ライティング

マヸケティング
Ｂ

ビジネス
プランニング

リスク
マネジメント

国
際
社
ゟ
ヷ
文
化
理

解

日本史 世界史 国際コミュニケヸ
ションの基礎１

国際コミュニケヸ
ションの基礎2

異文化理解Ａ 異文化理解Ｂ

国際関係論Ａ 国際関係論Ｂ

心理学

ホテル特論Ｃ

Advanced Skills
for

TOEIC A

Advanced Skills
for

TOEIC B

専
門
応
用

専門演習ゼミ１ 専門演習ゼミ２

卒業研究

ホ
テ
ル
実
践

国際ホテル入門 ホテル総論
ホテル
業界研究

ホテルサヸビス
実務Ａ

ホテルサヸビス
実務Ｂ

ホテル特論Ａ

そ
の
も
専
門

マヸケティング
Ａ

Discussion
Skills B

English for
Academic
Purposes

English through
Movies

English for
Tourism

ホテル特論Ｂ
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　　授授業業科科目目表表 国国際際ホホテテルルモモデデルル

春ヷ夏 秋 春ヷ夏 秋 春ヷ夏 秋 春ヷ夏 秋

〭界史 2

日本史 2

法律の基礎 2

ファイナンシャルヷプランニング 2

簿記ゟ計入門（簿記４級レベル） 2

色彩学入門 2

デザイン基礎Ａ 2

デザイン基礎Ｂ 2

心理学 2

コンピュヸタ言語入門 2

ＡＩヷデヸタサイエンス概論 2

特別教養講座Ａ 1

特別教養講座Ｂ 1

EAP Basic1 4 ●

EAP Basic2 4 ●

EAP Basic (next) 1 4

EAP Basic (next) 2 4

EB Communication Strategies 2 〇

EB Effective Presentation Skills 2 〇

EI Enhanced Speaking Skills 2 〇

EI Enhanced Writing Skills 2 〇

EA Advanced Speaking Skills 2 〇

EA Advanced Writing Skills 2 〇

基礎ゼミ1 2

基礎ゼミ2 2

日本語リテラシヸＡ 2 ●

日本語リテラシヸＢ 2 ●

数学（数的処理ヷ判断推理） 2 ●

情報リテラシヸ 2 ●

情報科学入門 2 ●

情報と社ゟ 2 ●

国際ホテル入門 2 〇

プレゼンテヸション 2

デヸタ分析と統計１ 2

デヸタ分析と統計２ 2

ロジカルシンキング 2

リヸダヸシップスキル 2

ファシリテヸション 2

オフィスアプリケヸションA（Word） 2

オフィスアプリケヸションB（Excel） 2

オフィスアプリケヸションC（Power Point） 2

ビジネスコミュニケヸションA 2

ビジネスコミュニケヸションB 2

ロジカルライティング 2

情報倫理ヷ情報セキュリティ 2

マヸケティングＡ 2 〇

マヸケティングＢ 2 〇

ビジネスプランニング 2

リスクマネジメント 2

English through Movies 2 〇

English for Tourism 2 〇

Discussion Skills A 2 〇

Discussion Skills B 2 〇

Basic Skills for TOEIC A （TOEIC初級A） 2 〇

Basic Skills for TOEIC B （TOEIC初級B） 2 〇

Intermediate Skills for TOEIC A （TOEIC〶級A） 2 〇

Intermediate Skills for TOEIC B （TOEIC〶級A） 2 〇

Advanced Skills for TOEIC A （TOEIC〥級A） 2 〇

Advanced Skills for TOEIC B （TOEIC〥級B） 2 〇

English for Academic Purposes 2 〇

国際コミュニケヸションの基礎１ 2 〇

国際コミュニケヸションの基礎２ 2 〇

異文化理解Ａ/Crosscultural Understanding A 2 〇

異文化理解Ｂ/Crosscultural Understanding B 2 〇

国際関係論Ａ/International relations theory 2 〇

国際関係論Ｂ/International relations theory 2 〇

接客英語 2 〇

接客英ゟ話 2 〇

ホテル総論 2 〇

ホテル業界研究 2 〇

ホテルサヸビス実務A 2 〇

ホテルサヸビス実務B 〇

ホテル特論A 2 〇

ホテル特論B 2 〇

ホテル特論C 2 〇

専門演習ゼミ１ 4

専門演習ゼミ２ 4

卒業研究 4

Study Abroad Preparation 2 〇

海外留学/Global Academic Study Programme 12 〇 自由科目の単ギとなります。

現地報告演習 2 〇

キャリアデザイン基礎Ａ 2

キャリアデザイン基礎Ｂ 2

キャリア実践演習A 2 ●

キャリア実践演習B 2 ●

キャリア実践演習C 2 ●

キャリア実践演習D 2 ●

科目区分 授業科目の名称
単
ギ
数

開講年次ヷ学期、必修ヷ選択科目の区分 備　　考
※印の授業科目の開講学期は、
時間割表で確認してください。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

総
合
科
目

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

外
国
語
科
目

〇※

〇※

〇※

基
礎
科
目

●

●

モデル入門科目

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
科
目

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

専
門
科
目

現
り
ビ
ジ

ネ
ス
系

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
系

国
際
エ
ア
ラ
イ
ン

ヷ
ホ
テ
ル
系

●

●

〇

海外留学
関連科目

キャリア
支援科目

●

●

専門応用科目

必修 ８単ギ

必修 16単ギ

選択必修 ２単ギれ〥

選択必修 ８単ギれ〥

選択 ２４単ギれ〥

必修 12単ギ

選択 10単ギれ〥

開講年次、学期が変更され

ることがありますので、時間

必修 8単ギ
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カリキュラムツリヸ　　コンテンツデザインモデル

区区分分 2年次 3年次 4年次

基
礎

日本語
リテラシヸＡ

日本語
リテラシヸＢ

数学（数的処
理ヷ判断推理）

情報リテラシヸ 情報と社ゟ

基礎ゼミ１ 基礎ゼミ2

情報科学入門

外国語 EAP Basic1 EAP Basic2

キャリアデザイン基礎Ａ

1年次

キャリア
実践演習Ｄ

総
合

法律の基礎 心理学

色彩学入門

キャリア
実践演習Ｃ

キャリ
ア支援

キャリアデザイン基礎Ｂ

ＡＩヷデヸタ
サイエンス概論

キャリア
実践演習Ａ

キャリア
実践演習Ｂ

オフィスアプリケヸ
ションＣ（Power

Point）

イラストレヸ
ション１

キャラクタ
デザイン

ビジネスコミュ
ニケヸションＢ

専
門
応
用

専門演習ゼミ１ 専門演習ゼミ２

卒業研究

デザイン基礎Ａ デザイン基礎Ｂ

イラストレヸ
ション２

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン

コンテンツ
デザイン特論Ａ

コンテンツ
デザイン特論Ｃ

マヸケティング
Ａ

マヸケティング
Ｂ

ユニバヸサル
デザイン

知的財産権

ＤＴＰ１ ＤＴＰ２

アニメヸション
史

ＣＧ概論 画像処理概論

コンテンツ
デザイン特論Ｂ

色彩学概論

映像サウンド
表現Ｂ

アニメと映像Ｂアニメヸション基礎

３次元表現１ ３次元表現２

映像編集ヷ制ズ
１

映像編集ヷ制ズ
２

映像サウンド
表現Ａ

ロジカル
シンキング

ビジネスコミュ
ニケヸションＡ

3
D

表
現

アニメと映像Ａ

コンテンツ
デザイン入門

グラフィック
デザインＡ

グラフィック
デザインＢ

デザイン史

映
像
ヷ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

そ
の
も

専
門

デ
ザ
イ
ン
基
礎

デヸタ分析と
統計１

デヸタ分析と
統計２

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

情報倫理ヷ情報
セキュリティ

ロジカル
ライティング

リヸダヸシッ
プスキル

ファシリテヸ
ション

オフィスアプリ
ケヸションＡ
（Word）

オフィスアプリ
ケヸションＢ

（Excel）

プレゼンテヸ
ション
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　　授授業業科科目目表表 ココンンテテンンツツデデザザイインンモモデデルル

春ヷ夏 秋 春ヷ夏 秋 春ヷ夏 秋 春ヷ夏 秋

〭界史 2

日本史 2

法律の基礎 2

ファイナンシャルヷプランニング 2

簿記ゟ計入門（簿記４級レベル） 2

色彩学入門 2

デザイン基礎Ａ 2

デザイン基礎Ｂ 2

心理学 2

コンピュヸタ言語入門 2

ＡＩヷデヸタサイエンス概論 2

特別教養講座Ａ 1

特別教養講座Ｂ 1

EAP Basic1 4 ●

EAP Basic2 4 ●

EAP Basic (next) 1 4

EAP Basic (next) 2 4

EB Communication Strategies 2 〇

EB Effective Presentation Skills 2 〇

EI Enhanced Speaking Skills 2 〇

EI Enhanced Writing Skills 2 〇

EA Advanced Speaking Skills 2 〇

EA Advanced Writing Skills 2 〇

基礎ゼミ1 2

基礎ゼミ2 2

日本語リテラシヸＡ 2 ●

日本語リテラシヸＢ 2 ●

数学（数的処理ヷ判断推理） 2 ●

情報リテラシヸ 2 ●

情報科学入門 2 ●

情報と社ゟ 2 ●

コンテンツデザイン入門 2 〇

プレゼンテヸション 2

デヸタ分析と統計１ 2

デヸタ分析と統計２ 2

ロジカルシンキング 2

リヸダヸシップスキル 2

ファシリテヸション 2

オフィスアプリケヸションA（Word） 2

オフィスアプリケヸションB（Excel） 2

オフィスアプリケヸションC（Power Point） 2

ビジネスコミュニケヸションA 2

ビジネスコミュニケヸションB 2

ロジカルライティング 2

情報倫理ヷ情報セキュリティ 2

マヸケティングＡ 2 〇

マヸケティングＢ 2 〇

知的財産権 2 〇

イラストレヸション１ 2 〇

イラストレヸション２ 2 〇

グラフィックデザインＡ 2 〇

グラフィックデザインＢ 2 〇

ＤＴＰ１ 2 〇

ＤＴＰ２ 2 〇

ＣＧ概論 2 〇

画像処理概論 2 〇

３次元表現１ 2 〇

３次元表現２ 2 〇

アニメヸション基礎 4

アニメと映像Ａ 2 〇

アニメと映像Ｂ 2 〇

映像編集ヷ制ズ１ 2 〇

映像編集ヷ制ズ２ 2 〇

映像サウンド表現Ａ 2 〇

映像サウンド表現Ｂ 2 〇

色彩学概論 2 〇

キャラクタヸデザイン 2 〇

ユニバヸサルデザイン 2 〇

アニメヸション史 2 〇

デザイン史 2 〇

コンテンツデザイン特論A 2 〇

コンテンツデザイン特論B 2 〇

コンテンツデザイン特論C 2 〇

専門演習ゼミ１ 4

専門演習ゼミ２ 4

卒業研究 4

Study Abroad Preparation 2 〇

海外留学/Global Academic Study Programme 12 〇 自由科目の単ギとなります。

現地報告演習 2 〇

キャリアデザイン基礎Ａ 2

キャリアデザイン基礎Ｂ 2

キャリア実践演習A 2 ●

キャリア実践演習B 2 ●

キャリア実践演習C 2 ●

キャリア実践演習D 2 ●

科目区分 授業科目の名称
単
ギ
数

開講年次ヷ学期、必修ヷ選択科目の区分 備　　考
※印の授業科目の開講学期は、
時間割表で確認してください。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

総
合
科
目

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

外
国
語
科
目

〇※

〇※

〇※

基
礎
科
目

●

●

モデル入門科目

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
科
目

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

〇※

●

●

〇

〇※

〇※

海外留学
関連科目

キャリア
支援科目

●

●

〇

専門応用科目

専
門
科
目

現
り
ビ

ジ
ネ
ス

系

コ
ン
テ
ン
ツ
デ
ザ
イ
ン
系

必修 ８単ギ

必修 16単ギ

選択必修 ２単ギれ〥

選択必修 ８単ギれ〥

選択 ２４単ギれ〥

必修 12単ギ

選択 10単ギれ〥

開講年次、学期が変更され

ることがありますので、時間

割表で確認してください。

必修 8単ギ
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カリキュラムツリヸ　　公務員モデル

区区分分 1年次 2年次 3年次 4年次

基
礎

日本語
リテラシヸＡ

日本語
リテラシヸＢ

数学（数的処
理ヷ判断推理）

ＡＩヷデヸタ
サイエンス概論

情報リテラシヸ

キャリ
ア支援

情報と社ゟ

基礎ゼミ１ 基礎ゼミ2

外国語 EAP Basic1 EAP Basic2

キャリアデザイン基礎Ａ キャリアデザイン基礎Ｂ

ビジネスコミュ
ニケヸションＡ

ビジネスコミュ
ニケヸションＢ

総
合

日本史 世界史

情報科学入門

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

簿記ゟ計入門

キャリア
実践演習Ｄ

デヸタ分析と
統計１

デヸタ分析と
統計２

プレゼンテヸ
ション

ロジカル
シンキング

キャリア
実践演習Ａ

キャリア
実践演習Ｂ

キャリア
実践演習Ｃ

公
共
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

専
門
応
用

専門演習ゼミ１ 専門演習ゼミ２

卒業研究

公
務
員
試
験
対
策

行政研究

数的処理応用２

行政教養
（ぴ文科学ヷ
社ゟ科学）

行政教養
（英語）

行政教養
（自然科学ヷ

数学）
政策す情特論

公務員特別
演習Ａ

数的処理応用１

法学概論

公務員特別
演習Ｂ

公務員特別
演習C

オフィスアプリ
ケヸションＡ
（Word）

オフィスアプリ
ケヸションＢ

（Excel）

オフィスアプリケヸ
ションＣ（Power

Point）

法律の基礎

多文化共生論 地域連携概論

民す法

経済学概論

情報倫理ヷ情報
セキュリティ

ロジカル
ライティング

資料解釈

時す問題ヷ
国際関係

リヸダヸシッ
プスキル

ファシリテヸ
ション

数的処理１ 数的処理２

公共サヸビス
入門

ファイナンシャ
ルプランニング

文章理解応用
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〇日本国際学園大学学則 

 

第1章 総則 

（目的） 

第1条  日本国際学園大学（以下「本学」という。）は、教育基本法（昭和22年法律第25号）及び学

校教育法（昭和22年法律26号）の趣旨に則り、知識の啓発、徳性の涵養、技術の練磨の建学の精

神を具現する高度の知識、技能を教授研究し、もってわが国文化の高揚発遉に貢献するとともに、

国際性豊かな人間を育成することを目的とする。 

2  本学が設置する学邪及び学科は、情報化とグローバル化が急速かつ複雑に逭む現代社会の発展

に貢献するため、知、徳、技のバランスを重視する建学精神のもと広い教養を身につけたうえで、

生活を豊かにする情報のシステム、コンテンツ、メディア及び経営経済に関する資質、さらに、

それらを効果的に活用する能力を修得し、自立できる人材の育成を目的とする。 

（自己点検評価） 

第2条  本学は、その教育研究水準の向上を図り、前条の目的及び社会的使命を遉成するため、本

学における教育研究活動の状況について自ら点検及び評価を行うものとする。 

 

第2章 学邪、学科、学生定員及び修業年限 

（学邪、学科） 

第3条  本学に次の学邪、学科を置く。 

経営情報学邪 

ビジネスデザイン学科 

（学生定員） 

第4条  本学の学邪、学科の入学定員及び収容定員は次表のとおりとする。 

経営情報学邪 

学  科 入学定員 収容定員 

ビジネスデザイン学科 200人 800人 

計 200人 800人 

（修業年限及び在学年限） 

第5条  本学の修業年限は4年とし、在学年限は、8年とする。ただし、第22条及び第23条の規定に

より入学した者の在学年限は、在学すべき年数の2倍に相当する年数とする。 

2  学生は、前項に規定する在学年限を超えて在学することはできない。 

3  長期履修学生（社会人）として入学した者の修業年限は別に定める。 

4  長期履修学生（社会人）として2年次以上の相当年次に編入学した者の修業年限は別に定める。 

 

第3章 職員組織 

（職員組織） 

第6条  本学に学長、副学長、学邪長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員及びその他必

要な職員を置く。 

2  前項に定める職員のほか、本学に学長補佐を置くことができる。 

（学長）   

第7条  学長は、校務を掌り、所属職員を統督する。  

 （副学長） 

第7条の2 副学長は、学長を補佐し、学長の命を受けて校務をつかさどる。 
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（学長補佐） 

第7条の3 学長補佐は、学長の職務を助ける。 

（学邪長） 

第8条  学邪長は、学邪に関する事項を掌理する。 

 

第4章 教授会 

（教授会） 

第9条  本学学邪に教授会を置く。 

第10条 教授会は、学長、学邪長、専任の教授をもって組織する。 

2  前項の規定にかかわらず学長が必要と認めるときは、教授会にその他の職員を出席させること

ができる。 

3  教授会の遀営に関する事項は、別に定める。 

第11条 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

（1）学生の入学、卒業及び課程の修了 

（2）学位の授与 

（3）前2号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要事項で、教授会の意見を聴くことが必要 

なものとして、学長が定めるもの。 

2  教授会は、前項に規定するもののほか、学長、副学長及び学邪長が掌る教育研究に関する次の

事項について審議し、並びに学長等の求めに応じ、意見を述べることができる。 

 （1）教員の採用、昇任その他身分に関する事項 

 （2）学術研究及び教育計画に関する事項 

 （3）学生の賞罰に関する事項 

 （4）学生の厚生補導に関する事項 

 （5）その他教育研究に関する事項 

 

   第5章 学年、学期及び休業日 

（学年） 

第12条 学年は、4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。 

（学期） 

第13条 学年を分けて次の3期とする。 

春学期 4月1日から7月31日まで 

夏学期 8月1日から9月30日まで 

秋学期 10月1日か3月31日まで 

（休業日） 

第14条 休業日は、次のとおりとする。 

 （1）土曜日、日曜日 

 （2）国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

 （3）創立記念日  

 （4）夏季休業 8月20日から9月30日まで 

 （5）冬季休業 12月26日から翌年1月7日まで 

 （6）春季休業 3月1日から3月31日まで 

2  必要がある場合は、学長は、前項の休業日を臨時に変更することができる。 

3  第1項に規定するもののほか、学長は、臨時の休業日を定めることができる。 
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第6章 入学、編入学、転入学、休学、退学等 

（入学の時期）  

第15条 入学の時期は、学年の始めとする。 

（入学資格） 

第16条 本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

（1）高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者 

（2）通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程によりこれに相当する学校教

育を修了した者を含む。） 

（3）外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文邪科学

大臣が指定したもの 

（4）文邪科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程に修了した者 

（5）文邪科学大臣が指定した者 

（6）高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規定に

よる大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

（7）本学において個別の入学審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者で18歳に遉した者 

（入学志願） 

第17条 本学に入学を志願する者は、本学所定の書類に入学検定料を添えて提出しなければならな

い。 

2  提出の時期、方法、提出すべき書類等については、別に定める。 

（入学者の遥考） 

第18条 前条に規定する入学志願者について別に定めるところにより、遥考を行う。 

（入学の手続） 

第19条 前条の遥考の結果に基づき、合格の通知を受けた者は、指定の期日までに本学所定の書類

を提出するとともに所定の入学時納入金を納入しなければならない。 

（入学の許可） 

第20条 前条に規定する入学手続きを完了した者について、学長は入学を許可する。 

2  入学を許可された者は、保証人連署の上、所定の誓約書を提出しなければならない。 

（準用規定） 

第21条 前4条の規定は、編入学、転入学及び再入学の場合に準用する。 

（編入学、転入学） 

第22条 次の各号の一に該当するもので、本学への入学を志願するものがあるときは、欠員のある

場合に限り、教授会の意見を聞いて学長が2年次以上の相当年次に編入学及び転入学を許可する

ことができる。 

（1）大学を卒業した者 

（2）短期大学又は高等専門学校を卒業した者 

（3）大学に1年以上在学したもので、編入学及び転入学を志願する者 

（4）専修学校の専門課程（修業年限が2年以上であること。その他の文邪科学大臣の定める基準

を満たすものに限る。）を修了した者（大学入学資格を有する者に限る。） 

（5）外国において、学校教育における14年の課程を修了した者 

2  編入学及び転入学試験に関する事項は、別に定める。 

（再入学） 

第23条 本学を中途退学した者又は除籍された者が退学若しくは除籍（第30条第1項1号の規定によ
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る除籍で学納金を完納した者に限る）後2年以内に再入学を願い出たときは、教授会の意見を聴

いて学長が、相当年次に入学を許可することができる。 

（編入学、転入学及び再入学者の既修得単位の取扱） 

第24条 前2条の規定により入学を許可された者の既に習得した授業科目及び単位数の取扱い並び

に在学すべき年数については、教授会の意見を聴いて学長が決定する。 

（休学） 

第25条 疾病その他やむを得ない理由により引き続き、2ヶ月以上修学することができない者は、

学長の許可を受けて休学することができる。 

2  疾病のため修学することが遚当でないと認められる者に対しては、学長は、休学を命ずること

ができる。 

3  休学の期間は、引き続き1年を超えることができない。ただし、特別の理由がある場合は、1年

を限度として、休学期間の延長を認めることができる。 

4  休学期間は、通算して2年を超えることができない。 

5  休学期間は、第5条第1項に規定する在学年限に算入しない。 

（復学） 

第26条 休学期間において、休学の理由が消滅し、復学しようとする者は、学長の許可を受けて復

学することができる。 

（退学） 

第27条 退学しようとする者は、学長の許可を受けなければならない。 

2 成業の見込みがないと認められる者にたいしては、学長は退学を命ずることができる。 

（転学） 

第28条 他大学へ転学しようとする者は、学長の許可を受けなければならない。 

（留学） 

第29条 本学が教育上有益と認めるときは、別に定めるところにより学生が外国の大学又は短期大

学（以下「外国の大学等」という。）に留学することを認めることができる。 

2  前項の規定により留学した期間は、第40条の在学年限に算入することができる。 

（除籍） 

第30条 次の各号の一に該当する者は、学長が除籍する。 

（1）授業料及び施設設備資金の納付を怠り、督促してもなお納付しない者 

（2）第5条に規定する在学年限を超えた者 

（3）第25条第4項に規定する休学期間を超えてなお修学できない者 

（4）死亡又は長期間にわたり行方不明の者 

 

第7章 教育課程及び履修方法 

（授業科目の区分）  

第31条 授業科目は、総合科目、外国語科目、基礎科目、モデル入門科目、ビジネススキル科目、専門

科目、専門応用科目、キャリア支援科目、日本語科目、海外留学関連科目及び自由科目に区分し、そ

の授業科目の内容及びその単位数は、別表のとおりとする。 

2  資格取得に関する事項は別に定める。 

（単位の修得）  

第32条 学生は、別表に定める科目区分に従い、定められた単位を修得しなければならない。 

（1年間の授業時間） 

第33条 1年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、35逬にわたることを原則とする。 

（授業の方法） 

46 / 64



 

 

第33条の2 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用によ

り行うものとする。 

2  文邪科学大臣が別に定めるところにより、前項の授業を多様なメディアを高度に利用して、当

該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

3  第32条の規定により卒業の要件として修得すべき単位数のうち、前項の授業の方法により修得

する単位数は、60単位を超えないものとする。 

（単位の計算方法） 

第34条 各授業科目の単位数は、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成

することを標準とし、次の基準により計算するものとする。 

（1）講義及び演習については、15時間の講義又は演習をもって1単位とする。 

ただし、別に定める科目については、30時間の講義又は演習をもって1単位とする。 

（2）実験、実習及び実技については、30時間の実験、実習又は実技をもって1単位とする。 

（単位の授与） 

第35条 授業科目を履修し、その試験に合格した者は、所定の単位を与える。 

（試験の時期及びその方法） 

第36条 試験は、学期末又は学年末に履修した授業科目について筆記、口述、論文等の方法により

行う。 

（試験の成績等） 

第37条 試験の成績の評価は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、認定及びＦをもって表し、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、及び

認定を合格とする。 

2  削除 

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等） 

第38条 本学が教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学（以下「他大学等」という。）と

の協議に基づき学生に当該大学等の授業科目を履修させることができる。 

2  前項の規定により履修した授業科目について修得した単位は、60単位を超えない範囲で本学に

おける授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

3  前2項の規定は、第29条の規定により外国の大学等に留学する場合に準用する。 

（大学以外の教育施設等における学修） 

第38条の2 本学が教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科に

おける学修その他文邪科学大臣が別に定める学修を、本学における授業科目の履修とみなし単位

を与えることができる。 

2  前項により与えることのできる単位数は、前条第2項及び第3項により本学において修得したも

のとみなす単位数と合わせて60単位を超えないものとする。 

（入学前の既修得単位等の認定） 

第39条 本学が教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は短期大学において

履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）を本学に

入学した後の本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

2  本学が、教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に行った前条第１項に規定する

学修を、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

3  前2項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、編入学等の場合を除

き、本学において修得した単位以外のものについては、第38条第1項及び第3項並びに前条第1項

により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて60単位を超えないものとする。 
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第8章 卒業及び学位 

（卒業） 

第40条 本学に4年以上在学し、第32条に基づき124単位を修得し、かつ別表に定める条件を満たし

た者については、教授会の審議を経て、学長が卒業を認定する。 

第40条の2 第40条の特例として、第40条の要件を満たした者であっても、在学期間の延長を希望

する者については、願い出により、学長は卒業の認定を延期することができる。 

2  前項の卒業延期に関する事項は、別に定める。 

（学士の学位） 

第41条 学長は、前条の規定により卒業を認定した者に対して、学士の学位を授与する。 

2  前項の学位には、学科区分に従い、次のとおり専攻分野の名称を付記するものとする。 

ビジネスデザイン学科    学士（経営情報） 

 

第9章 入学検定料、入学金、授業料、施設設備資金及び実習料 

（納入金の額） 

第42条 入学検定料、入学金並びに授業料、施設設備資金及び実習料（以下「授業料等」という。）

の納入金は、次のとおりとする。ただし、学校法人東京家政学院が設置する大学、短期大学及び

高等学校の卒業生については、入学金を半額とする。 

（1）入学検定料         3万円 

（2）入学金          25万円 

（3）授業料（年額）      80万円 

（4）施設設備資金（年額）   35万円 

（5）実習料（年額）        3万円 

2  前項第3号の授業料（年額）は、2年生以上の在籍学生に遚用し、1年生については71万円とす

る。 

3  長期履修学生（社会人）の授業料等は、前項第3号、第4号及び第5号について、修業年限分の総

額を、登録修業年数で除した額を年額とし、春学期と夏学期、秋学期に分けて納入する。 

4  私費外国人留学生及びそれに準ずる学生には、授業料について、別に定めるところにより、そ

の一邪を減免する。 

5  学校法人日本国際学園の設置する学校に在学している学生及び生徒の姉妹兄弟が、本学に入学

する場合の入学金は、入学金の２分の１の額とする。 

第42条の2 長期履修学生（社会人）の授業料等は、前条第1項第3号、第4号及び第5号について、修

業年限分の総額を、登録修業年数で除した額を年額とし、前期・後期に分けて納入する。 

2  登録修業年数より早く卒業する場合の授業料等は、卒業年次に登録修業年数の総額の残額を納

入する。 

3  登録修業年数を超える場合の授業料等は、前条の規定する額を納入する。 

（５年以上在学する学生の授業料の取扱い） 

第42条の3 第42条の規定にかかわらず、５年以上在学する学生の授業料の取扱いは、別に定める。 

（授業料等の納入期） 

第43条 授業料等は、学期の始まる前の次の指定した期日までに納入しなければならない。ただし、

入学年度の春学期と夏学期分の授業料等については、入学手続き時の指定の日までに納入するも

のとする。 

春学期と夏学期分  3月31日 

秋学期分      9月20日 

なお、納入期日が、国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日、土曜日・ 
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日曜日、その他の休日に当たるときは、これらの日の前日とする。 

（退学者等の授業料等） 

第44条 学期の途中で退学及び転学した者又は除籍（第30条第1項第1号の規定による除籍は除く）

された者も、その期の授業料等は徴収する。 

2  停学期間中の授業料等は、徴収する。 

（休学者の授業料等） 

第45条 休学を許可された者及び命ぜられた者については、休学期間中の授業料、実習料は全額、

施設設備資金は半額を免除する。 

（既納の納入金） 

第46条 既納の入学検定料、入学金、授業料等は、返戻しない。 

（授業料等未納者の受験資格） 

第47条 授業料等を納入しない者は、試験を受けることができない。 

 

第10章 科目等履修生、特別聴講学生及び外国人留学生 

（科目等履修生） 

第48条 学長は、本学において、特定の授業科目の履修を志願する者があるときは、本学の教育研

究に支障がない場合に限り、遥考の上科目等履修生として入学を許可することができる。 

2  科目等履修生に関する必要な事項は、別に定める。 

（特別聴講学生） 

第48条の2 他大学等の学生で本学において、特定の授業科目を履修することを志願する者がある

ときは、当該他大学等との協議に基づき、特別聴講学生として入学を許可することがある。 

2  特別聴講学生に関して必要な事項は、別に定める。 

（外国人留学生） 

第49条 学長は、外国人で大学において教育を受ける目的で入国し、本学に入学を志願する者があ

るときは、特別に遥考の上、外国人留学生として入学を許可することができる。 

2  外国人留学生に関する事項は、別に定める。 

（諸規則の準用） 

第50条 科目等履修生、特別聴講学生及び外国人留学生に対しては、別段の定めのあるものを除く

ほか、本学の学生に関する規則を準用する。 

 

第11章 賞罰 

（表彰） 

第51条 学生で学業、人物ともに優れた学生として表彰に値する行為があった者は、学長はこれを

表彰することができる。 

（懲戒） 

第52条 本学の教育の趣旨にそむき、又は本学の規則に遊反し、学生としての本分に反する行為を

した者は、学長はこれを懲戒する。 

2  前項の懲戒の種類は、退学、停学及び訓告とし、詳細は別に定める。 

（命ずる退学） 

第53条 前条に規定する退学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。 

（1）性行不良で改善の見込みがないと認められるもの 

（2）正当の理由がなくて出席常でない者 

（3）本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 
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第12章 附属図書館 

（附属図書館） 

第54条 本学に附属図書館を置く。 

2  附属図書館に関する事項は、別に定める。 

 

第13章 公開講座 

（公開講座） 

第55条 本学の教育研究活動の成果を広く地域社会に公開し、社会人の教養を高め、文化の向上を

資するため、本学は公開講座を開設することができる。 

2  公開講座に関する事項は、別に定める。 

 

附 則 

1  この学則は、平成17年4月1日から施行する。 

2  筑波学院大学国際学邪及び東京家政学院筑波女子大学短期大学邪の1年次入学に係る学生募集

は、平成17年度から停止する。本則第4条の規定にかかわらず、国際学邪3年次編入学に係る学生

募集は、平成19年度から停止する。 

3  本則第4条に規定する情報コミュニケーション学邪及び国際学邪の収容定員は、同条の規定に

かかわらず、平成17年度から平成19年度までは、次表のとおりとする。 

国際学邪 

学  科 平成17年度 平成18年度 平成19年度 

国際社会学科 380 260 130 

比較文化学科 260 180  90 

計 640 440 220 

  情報コミュニケーション学邪 

学  科 平成17年度 平成18年度 平成19年度 

情報メディア学科 125 250 375 

国際交流学科 125 250 375 

計 250 500 750 

4  東京家政学院筑波女子大学短期大学邪学則（平成2年4月1日制定）は、当該短期大学邪に在学

する学生が、在学しなくなる日までの間は、存続する。 

5  東京家政学院筑波女子大学学則（平成8年4月1日制定）は、廃止する。 

附 則 

1  この学則は、平成18年4月1日から施行する。 

2  本則第32条の規則は、平成17年度入学生から遚用する。 

附 則 

1  この学則は、平成19年4月1日から施行する。 

附 則 

1  この学則は、平成20年4月1日から施行する。 

2  筑波学院大学国際学邪の在籍学生の取扱いについては、なお従前の例による。 

3  筑波学院大学国際学邪の在籍学生の卒業を待って、国際学邪は廃止する。 

附 則 

1  この学則は、平成21年4月1日から施行する。 

附 則 
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1  この学則は、平成22年2月19日から施行する。 

附 則 

1  この学則は、平成22年4月1日から施行する。ただし、情報コミュニケーション学邪情報メディ

ア学科及び国際交流学科は、改正後の学則第3条に掲げる規定にかかわらず在学する者が在学し

なくなる日までの間、存続するものとする。 

2  情報コミュニケーション学邪情報メディア学科及び国際交流学科の1年次入学に係る学生募集

は、平成22年度から停止する。 

3  改正後の学則第4条に掲げる表の収容定員は、同条の規定にかかわらず、情報コミュニケーシ

ョン学邪情報メディア学科・国際交流学科の平成22年度から平成24年度までの収容定員は、次の

とおりとする。 

情報コミュニケーション学邪 

学  科 平成22年度 平成23年度 平成24年度 

情報メディア学科 375 250 125 

国際交流学科 375 250 125 

計 750 500 250 

経営情報学邪 

学  科 平成22年度 平成23年度 平成24年度 

経営情報学科 200 400 600 

計 200 400 600 

4  改正後の学則第32条に掲げる規定にかかわらず情報コミュニケーション学邪情報メディア学

科・国際交流学科は次表のとおりとする。 

情報コミュニケーション学邪 

 科 目 区 分 必 修 遥 択 自 由 計 

1 総 合 科 目 群 14単位 20単位  34単位 

  総合教育科目 

  情報基礎科目 

  情報理解科目 

 地域理解科目 

  文化理解科目 

  外国語科目 

 

6単位 

 

 

 

8単位 

12単位 

 

4単位 

2単位 

2単位 

  

 2 専 門 科 目 群 26単位 48単位  74単位 

  入門科目 

  基礎科目 

  発展科目 

  実践科目 

  卒業研究 

14単位 

 

 

6単位 

6単位 

 

40単位 

8単位 

  

 3 自 由 科 目 群   18単位以上 18単位以上 

  総合科目群 

  専門科目群 

  逭路支援科目 

  その他認定科目 

日本語教員養成科目 

学芸員資格科目 
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計 40単位 68単位 18単位以上 126単位以上 

※ 国際交流学科における、専門科目群の基礎科目40単位の細目は、次のとおりとする。 

      外国語科目    8単位 

      情報科学科目   4単位 

      基礎科目     28単位 

※ 教職に関する科目は別に定め、卒業の要件（126単位）に含まれない。 

5  改正後の第41条の2にかかわらず情報コミュニケーション学邪情報メディア学科・国際交流学

科の学士の学位は次のとおりとする。 

情報メディア学科   学士（情報メディア） 

国際交流学科     学士（国際交流） 

   附 則 

 この学則は、平成23年4月1日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成24年4月1日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成26年4月1日から施行する。 

 ただし、第32条の科目区分については、平成25年度以前入学生は従前の例による。 

   附 則 

 この学則は、平成26年5月13日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成27年4月1日から施行する。 

   附 則 

1  この学則は、平成28年4月1日から施行する。ただし、経営情報学邪経営情報学科は、改正後の

学則第3条に掲げる規定にかかわらず在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものと

する。 

2  経営情報学邪経営情報学科の1年次入学に係る学生募集は、平成28年度から停止する。 

   附 則 

1  この学則は、平成30年4月1日から施行する。 

2  第42条の規定は、平成30年度第1学年入学者から遚用する。 

3  第45条の規定は、平成30年度在学生から遚用する。 

   附 則 

 この学則は、平成31年4月1日から施行する。 

   附 則 

1 この学則は、令和2年4月1日から施行する。 

2 令和元年度に在学する者の第43条の遚用は、従前の期限にかかわらず令和2年度の前期

分については令和2年3月31日を期限とする。 

3 平成30年度以前に入学した者に対する第31条、第32条の遚用はなお従前の例による。 

4 平成31年度に入学した者に対する第32条は一邪読み替え、「入門科目群 必修22単位」、

「自由科目 遥択10単位」とし、卒業要件単位数124単位の内訳は必修32単位、遥択92

単位とする。 

科目区分 必修 遥択 
卒業要件 

単位数 
備考 

総合教養科目群 教養科目  8 8  
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総合教養科目群 外国語科目  4 4  

入門科目群 22  22  

専門基礎科目群 共通科目  

60 

 

60 

 

専門基礎科目群 コース科目  16 
希望のコース科目から

16単位以上 

専門発展科目群   6 
希望のコース科目にか

かわらず6単位以上 

卒業研究（専門発展科目群） 4  4  

逭路支援科目群 キャリア形成 6 

10 16 

 

逭路支援科目群 実践科目   

自由科目（どの科目群からとっても良い単位）  10 10  

計 32 92 124  

 

5 編入学、転入学及び再入学者は、入学する相当年次の学生に遚用させている第31条、第

32条を遚用する。 

   附 則 

 この学則は、令和2年5月29日から施行し、改定後の規定は令和2年4月1日から遚用する。 

   附 則 

 この学則は、令和3年4月1日から施行する。 

     附 則 

 この学則は、令和3年6月1日から施行する。 

     附 則 

 この学則は、令和5年4月1日から施行する。 

     附 則 

 この学則は、令和6年4月1日から施行する。 

附 則 

1 この学則は、令和7年4月1日から施行する。 

ただし、令和7年度以前の編入学生及び令和5年度以前の入学生に対する第31条、第32条及び第40条

の遚用はなお従前の例による。 

2 令和6年度入学生について、令和6（2024）年度に下表の旧授業科目の単位を修得したものは、新授

業科目の単位を修得したものとみなす。 

新授業科目名 単位数 旧授業科目名 単位数 

ファイナンシャル・プランニング 2 経済の基礎 2 

簿記会計入門 2 会計の基礎 2 

ロジカルライティング 2 論理的思考と文章作成 2 

EAP Basic 1 4 EB Reading and Writing 4 
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EAP Basic 2 4 EB Listening and Speaking 4 

情報リテラシー 2 情報基礎 A  2 

情報科学入門 2 情報基礎 B 2 

情報倫理・情報セキュリティ 2 情報倫理 2 

現代ビジネス入門 2 経営学入門（現代ビジネスモデル） 2 

日本文化・ビジネス入門 2 経営学入門（日本文化・ビジネスモデル） 2 

グローバルスタディ入門 2 人文科学入門（国際教養モデル） 2 

グローバルスタディ入門 2 人文科学入門（英語コミュニケーションモデル） 2 

国際エアライン入門 2 人文科学入門（国際エアラインモデル） 2 

国際ホテル入門 2 人文科学入門（国際ホテルモデル） 2 

AI・情報入門 2 情報・デザイン入門 A 2 

コンテンツデザイン入門 2 情報・デザイン入門 B 2 

公共サービス入門 2 社会科学入門 2 

キャリアデザイン基礎 A 2 キャリアデザイン A 2 

日本語 A1 4 留学生日本語 A1 2 

日本語 A2 4 留学生日本語 A2 2 

日本語 B1 4 留学生日本語 B1 2 

日本語 B2 4 留学生日本語 B2 2 

 

3 令和 6年度入学生及び令和 6年度入学生の属する年次に編入学、転入学又は再入学する者は、別表

で定められた科目に加え下表の科目を授業科目に加える。 

科目区分 科目名 遥択・必修 単位数 

総合科目 

現代の思想・文化の考え方・地理学・社会と科学技術・環境科学・地球

と資源・日本国憲法・政治の基礎・健康論・社会学・LA Humanities A・

LA Humanities B・LA Humanities C・LA Social sciences A・LA Social 

sciences B・LA Social sciences C・LA Natural sciences A・LA Natural 

sciences B・LA Natural sciences C 

遥択 2 

外国語科目 
EB Integrating English Grammar into Communication・EB Reading, 

Writing and Critical Thinking・EI Enhanced Reading Skills 
遥択 2 

基礎科目 多文化協働演習 遥択 2 
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別表  経営情報学部ビジネスデザイン学科

必修 選択 自由

世界史 2
日本史 2
法律の基礎 2
ファイナンシャル・プランニング 2
簿記会計入門 2
心理学 2
コンピュータ言語入門 2
AI・データサイエンス概論 2
色彩学入門 2
デザイン基礎Ａ 2
デザイン基礎Ｂ 2
特別教養講座Ａ 1
特別教養講座Ｂ 1
EAP Basic 1 4
EAP Basic 2 4
EAP Basic (next) 1 4
EAP Basic (next) 2 4
EB Communication Strategies 2
EB Effective Presentation Skills 2
EI Enhanced Speaking Skills 2
EI Enhanced Writing Skills 2
EA Advanced Speaking Skills 2
EA Advanced Writing Skills 2
日本語Ａ１ 4
日本語Ｂ１ 4
日本語Ａ２ 4
日本語Ｂ２ 4
日本語演習Ａ 4
日本語演習Ｂ 4
日本語演習Ｃ 2
日本語演習Ｄ 2
基礎ゼミ1 2
基礎ゼミ2 2
日本語リテラシーＡ 2
日本語リテラシーＢ 2
数学 2
情報リテラシー 2
情報科学入門 2
情報と社会 2

備考

総
合
科
目

基
礎
科
目

外
国
語
科
目

日
本
語
科
目

科目区分 授業科目の名称
単位数
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必修 選択 自由
備考科目区分 授業科目の名称

単位数

現代ビジネス入門 2
グローバルスタディ入門 2
国際エアライン入門 2
国際ホテル入門 2
AI・情報入門 2
コンテンツデザイン入門 2
公共サービス入門 2
日本文化・ビジネス入門 2
プレゼンテーション 2
データ分析と統計１ 2
データ分析と統計２ 2
ロジカルシンキング 2
リーダーシップスキル 2
ファシリテーション 2
オフィスアプリケーションA（Word） 2
オフィスアプリケーションB（Excel） 2
オフィスアプリケーションC（PowerPoint） 2
ビジネスコミュニケーションA 2
ビジネスコミュニケーションB 2
ロジカルライティング 2
情報倫理・情報セキュリティ 2
経営戦略 2
経営分析 2
企業論 2
マーケティングＡ 2
マーケティングＢ 2
簿記会計１ 4
簿記会計２ 4
人的資源管理論 2
ファイナンス概論 2
国際経営論 2
経済学概論 2
中小企業論（起業論） 2
ビジネスプランニング 2
リスクマネジメント 2
組織論 2
ビジネスマネジメント特論Ａ 2
ビジネスマネジメント特論Ｂ 2
ビジネスマネジメント特論Ｃ 2
会社法 2
知的財産権 2
ビジネス数理（データサイエンス） 2

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
系

専
門
科
目

モ
デ
ル
入
門
科
目

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
科
目
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必修 選択 自由
備考科目区分 授業科目の名称

単位数

English through Movies 2
English for Tourism 2
Discussion Skills A 2
Discussion Skills B 2
Basic Skills for TOEIC A（TOEIC初級） 2
Basic Skills for TOEIC B（TOEIC初級） 2
English for Academic Purposes 2
国際コミュニケーションの基礎１ 2
国際コミュニケーションの基礎２ 2
異文化理解Ａ 2
異文化理解Ｂ 2
グローバルスタディ特論A 2
グローバルスタディ特論B 2
グローバルスタディ特論C 2
Intermediate Skills for TOEIC A（TOEIC中級） 2
Intermediate Skills for TOEICB （TOEIC中級） 2
Advanced Skills for TOEIC A （TOEIC上級） 2
Advanced Skills for TOEIC B （TOEIC上級） 2
国際関係論A 2
国際関係論B 2
Study Abroad Preparation 2
海外留学 12
現地報告演習 2
接客英語 2
接客英会話 2
航空ビジネス 2
エアライン業界研究 2
エアラインキャリア実践演習A 2
エアラインキャリア実践演習B 2
エアライン特論A 2
エアライン特論B 2
エアライン特論C 2
ホテル総論 2
ホテル業界研究 2
ホテルサービス実務A 2
ホテルサービス実務B 2
ホテル特論A 2
ホテル特論B 2
ホテル特論C 2

グ
ロ
ー

バ
ル
ス
タ
デ
ィ

系

専
門
科
目

国
際
エ
ア
ラ
イ
ン
・
ホ
テ
ル
系

57 / 64



必修 選択 自由
備考科目区分 授業科目の名称

単位数

イラストレーション１ 2
イラストレーション２ 2
グラフィックデザインＡ 2
グラフィックデザインＢ 2
ＤＴＰ１ 2
ＤＴＰ２ 2
ＣＧ概論 2
画像処理概論 2
３次元表現１ 2
３次元表現２ 2
アニメーション基礎 4
アニメと映像Ａ 2
アニメと映像Ｂ 2
映像編集・制作１ 2
映像編集・制作２ 2
映像サウンド表現Ａ 2
映像サウンド表現Ｂ 2
色彩学概論 2
キャラクターデザイン 2
ユニバーサルデザイン 2
アニメーション史 2
デザイン史 2
コンテンツデザイン特論A 2
コンテンツデザイン特論B 2
コンテンツデザイン特論C 2
プログラミングＡ 4
プログラミングＢ 4
プログラミングＣ 2
プログラミングＤ 2
アルゴリズム 2
データベース 2
Ｗｅｂデザイン 2
情報デザイン 2
情報システム 2
情報数学 2
情報活用と危機管理 2
ネットワーク活用 2
IoT技術 2
ＡＩの活用 2
ＡＩ・情報特論A 2
ＡＩ・情報特論B 2
ＡＩ・情報特論C 2
コンピュータシステムＡ 2
コンピュータシステムＢ 2

コ
ン
テ
ン
ツ
デ
ザ
イ
ン
系

A
I
・
情
報
系

専
門
科
目
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必修 選択 自由
備考科目区分 授業科目の名称

単位数

法学概論 2
民事法 2
多文化共生論 2
地域連携概論 2
公務員特別演習A 2
公務員特別演習B 2
公務員特別演習C 2
行政教養（人文科学・社会科学） 2
行政教養（自然科学・数学） 2
政策事情特論 2
資料解釈 2
行政研究 2
行政教養（英語） 2
時事問題・国際関係 2
数的処理１ 2
数的処理２ 2
文章理解応用 2
数的処理応用１ 2
数的処理応用２ 2
専門演習ゼミ１ 4
専門演習ゼミ２ 4
卒業研究 4
キャリアデザイン基礎A 2
キャリアデザイン基礎Ｂ 2
キャリア実践演習A 2
キャリア実践演習B 2
キャリア実践演習C 2
キャリア実践演習D 2
Study Abroad Preparation 2
海外留学 12
現地報告演習 2

専
門
応

用
科
目

キ
ャ

リ
ア
支

援
科
目

海外留
学関連
科目

専
門
科
目

公
共
サ
ー

ビ
ス
系
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卒業要件
単位数

総合科目 8 8

外国語科目 8 8

日本語科目 16 16

基礎科目 16 16

モデル入門科目 2 2 ※選択2単位は、選択した履修モデルの指定する科
目を履修すること

ビジネススキル科目 10 10

専門科目 24 24 ※選択した履修モデル系が指定する専門科目から
24単位を修得すること

専門応用科目 8 8

キャリア支援科目 12 12

自由科目
（日本文化・ビジネスモデル以外）

― 36 36 ※必修及び選択で指定された単位数を超えて修得
した単位及び他大学等で修得した単位を含む

自由科目
（日本文化・ビジネスモデル）

― 28 28 ※必修及び選択で指定された単位数を超えて修得
した単位及び他大学等で修得した単位を含む

総計
（日本文化・ビジネスモデル以外）

44 80 124

総計
（日本文化・ビジネスモデル）

52 72 124

科目区分 備 考

※日本文化・ビジネスモデルの学生は、「日本語
科目 16単位」を修得すること

必修 選択
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日本国際学園大学数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム推進規程 

 

（目的） 

第１条 日本国際学園大学（以下「本学」という。）では、データや AI を利活用する基礎的な素

養の修得、課題解決のための基礎能力、専門分野への応用能力を身に付けるための数理・デー

タサイエンス・ＡＩ教育プログラム（以下「教育プログラム」という。）を設置し、数理・デー

タサイエンス・ＡＩの基礎的素養及び応用能力を持つ人材を育成する。 

（委員会） 

第２条 前条の目的を達成するため、本学にデータサイエンス教育プログラム委員会（以下「委

員会」という。）を置き、教務委員会と連携して、次の各号に掲げる役割を担うものとする。 

 （１）教育プログラムの立案、実施に関する事項 

 （２）教育プログラムの普及に関する事項 

 （３）教育プログラムの年次自己点検・評価と改善に関する事項 

 （４）教育プログラムの情報公開に関する事項 

 （５）その他教育プログラムに関する重要事項  

２ 委員会は、以下の委員をもって組織する。  

（１）学部長 

 （２）教務委員長 

 （３）ＡＩ・情報系教員 

 （４）その他、委員長が必要と認めた者 

 （委員長） 

第３条 委員長は、委員の互選により選出する。 

（自己点検責任者） 

第 4 条 委員会は、教育プログラムの自己点検・評価を実施するため、委員長とは別に自己点検

責任者を互選により選出する。 

（対象の授業科目、単位数及び修了要件） 

第 5 条 教育プログラムの対象となる授業科目、単位数及び修了要件は、委員会が別に定め、教

授会の了承を得て、学長が決定する。 

（修了認定） 

第 6 条 教育プログラムに該当する授業科目の合否は教授会が判定し、学長が認定する。 

２ 教授会の判定結果に基づき、委員会が教育プログラムの修了を確認し、学長が認定を行う。  

（修了証の交付）  

第 7 条 学長は、委員会の修了認定に基づき、教育プログラムを修了した学生に修了証を交付す

る。 

（規程の改廃） 

第 8 条 この規程の改廃は、委員会の議を経て教授会が承認し、学長が決定する。 

 附 則 

この規程は、令和 6 年 4 月 1 日から施行する。 
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取組概要

日本国際学園大学大学等名

日本国際学園大学数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム教育プログラム名

応用基礎レベル（大学等単位）申請レベル
令和７年度申請年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

数理・データサイエンス・AI教育プログラム

数理・データサ
イエンス・ＡＩ
教育プログラム

教 授 会

ＩＣＴ

企画室

データサイエン
ス教育プログラ
ム委員会

教務委員会

自己点
検評価

数理・データサイエ
ンス・ＡＩ教育プロ
グラム推進規程

ＩＣＴ運営
委員会

学内ICT機器等
の監理・運営・

保守
ヘルプデスク

修了証

プログラムの推進、
管理、修了確認等
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